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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人間の身体表面に対して手持ちで操作するように構成された、基本モジュールを備える
ハウジングであって、前記基本モジュールが複数の取外し可能なモジュールを係合するよ
うに構成された複数のモジュール用インターフェースを備え、前記複数の取外し可能なモ
ジュールが取外し可能な変換器モジュールと取外し可能な出力モジュールとを少なくとも
備え、前記変換器モジュールが前記人間の身体の特性を感知するように構成された変換器
を備え、前記出力モジュールが変換器信号情報を包含する信号を出力するように構成され
ている、ハウジング、を備えるモジュール式電子生体内感知装置において、前記複数のモ
ジュール用インターフェースがそれぞれ、
　前記複数の取外し可能なモジュールのうちの一つの取外し可能なモジュールのコネクタ
を受け入れるように構成されたモジュールコネクタであって、該モジュールコネクタと該
受け入れたコネクタとの間の信号伝送を可能にするモジュールコネクタと、
　前記一つの取外し可能なモジュールの機械的係合構造を取外し可能に保持して係合する
ように構成された機械的保持メカニズムと、
　前記一つの取外し可能なモジュールが前記基本モジュールに取り付けられたとき、前記
基本モジュールと前記一つの取外し可能なモジュールとの間を封止するように配置された
封止構造と、
　を備え、
　前記モジュールコネクタのそれぞれに連結されたプロセッサであって、前記複数の取外
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し可能なモジュールが前記基本モジュールに取り付けられたとき、前記複数の取外し可能
なモジュールのそれぞれと通信可能に連結するように構成されたプロセッサ、を更に備え
るモジュール式電子生体内感知装置において、
　前記ハウジングが、前記複数の取外し可能なモジュールを前記基本モジュールに取り付
けた後、前記人間の身体表面に対する手持ち操作を容易にする人間工学的効率性を保持す
ることで、現在、一つ又は複数のどのようなモジュールが生体内感知装置に取り付けられ
ているかに関わらず、臨床医が容易に使用できることを可能にする、モジュール式電子生
体内感知装置。
【請求項２】
　人間の身体表面に対して手持ちで操作するように構成された、基本モジュールを備える
ハウジングであって、前記基本モジュールが複数の取外し可能かつ互換性のあるモジュー
ルのうちの一つを係合するように構成されたモジュール用インターフェースを備え、前記
複数の取外し可能かつ互換性のあるモジュールが少なくとも取外し可能な変換器モジュー
ルと取外し可能な出力モジュールとを備え、前記変換器モジュールが前記人間の身体の特
性を感知するように構成された変換器を備え、前記出力モジュールが変換器信号情報を包
含する信号を出力するように構成されている、ハウジング、を備えるモジュール式電子生
体内感知装置において、前記モジュール用インターフェースが、
　前記複数の取外し可能かつ互換性のあるモジュールのうちの一つの取外し可能かつ互換
性のあるモジュールのコネクタを受け入れるように構成されたモジュールコネクタであっ
て、該モジュールコネクタと該受け入れたコネクタとの間の信号伝送を可能にするモジュ
ールコネクタと、
　前記一つの取外し可能かつ互換性のあるモジュールの機械的係合構造を取外し可能に保
持して係合するように構成された機械的保持メカニズムと、
　前記一つの取外し可能かつ互換性のあるモジュールが前記基本モジュールに取り付けら
れたとき、前記基本モジュールと前記一つの取外し可能かつ互換性のあるモジュールとの
間を封止するように配置された封止構造と、
　を備え、
　前記モジュールコネクタに連結されたプロセッサであって、前記基本モジュールに取り
付けられたときの、前記複数の取外し可能かつ互換性のあるモジュールのそれぞれと通信
可能に連結するように構成されたプロセッサ、を更に備えるモジュール式電子生体内感知
装置において、
　前記ハウジングが、前記一つの取外し可能かつ互換性のあるモジュールを前記基本モジ
ュールに取り付けた後、前記人間の身体表面に対する手持ち操作を容易にする人間工学的
効率性を保持することで、現在、一つ又は複数のどのようなモジュールが生体内感知装置
に取り付けられているかに関わらず、臨床医が容易に使用できることを可能にする、モジ
ュラー式電子生体内感知装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願の相互参照）
　本願は、２００７年３月２３日出願の仮特許出願第６０／９１９７４２号及び第６０／
９１９５７４号の両方の利益を主張するもので、その記載内容は、米国特許法第１１９条
（ｅ）に準じて出願の優先権を主張されるとともに、参照により本明細書に組み込まれる
。
【０００２】
　（発明の分野）
　本発明は、医療感知デバイスに関し、より具体的には、構成及び機能を変えるための１
つ以上の取外し可能なモジュールを用いる生体内感知装置、並びに該生体内感知装置を組
み込むシステムに関する。
【背景技術】
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【０００３】
　様々なデバイスが、心音及び肺音など、身体が生成する音を検出するために開発されて
きた。既知のデバイスには、聴診器などの主として機械的なデバイスから、マイクロホン
及び変換器などの様々な電子デバイスにまで及ぶ。例えば、聴診器は、心臓血管系の疾病
及び状態を診断するのに使用される基本的な用具である。聴診器は、一次医療において、
及び、遠隔地など、高度な医療機器を利用できない環境において、疾病及び状態を診断す
るための最も一般的に用いられる技術として役立つ。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　例えば、心臓に関連する症状を検出し、聴診器を通じて聴き取った音に基づいて診断を
行う技術を身に付け、その技術を磨くのに数年を要することが、臨床医には容易に理解さ
れる。心音が互いから分離される時間周期は多くの場合非常に短いこと、及び、心臓疾患
を特徴付ける信号は正常な心音よりも多くの場合聴き取りにくいことが、異常な心臓の運
動を聴覚的に検出する作業を複雑にしている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、概ね、電子聴診器又は他の電子医療診断デバイスなど、電子医療システム又
は生体内感知装置を構成するモジュールへのアプローチを目的とする。本発明の実施形態
は、臨床医が手持ち操作するように構成されたハウジングを備える電子生体内感知装置を
目的とする。生体内感知装置は、ハウジングによって支持され、生体起源の事態によって
生成される音響エネルギーの兆候など、人体の特性を感知するように構成された変換器を
包含する。生体内感知装置の変換器は、流体（例えば、体液若しくは吸気／呼気の間の空
気）の流量又は体積、生体電位（活動電位、例えば、心臓、神経系、筋肉、及び腺などの
活動電位）並びに、人体の構造上又は組成上の特性（例えば、骨（密度）、軟組織、器官
、血液、血液ガス、及び血液化学の特性）などの、人体の別の特性を感知するように構成
されてもよい。
【０００６】
　いくつかの実施形態によれは、モジュール式電子生体内感知装置は、人間の身体表面に
対して手持ち操作するように構成された、基本モジュールを備えるハウジングを包含する
。基本モジュールは、多数の取外し可能なモジュールを係合するように構成された多数の
モジュール用インターフェースを包含する。取外し可能なモジュールは、好ましくは、異
種タイプのものであるか、又は異種の機能性を提供する。例えば、多数の取外し可能なモ
ジュールは、取外し可能な変換器モジュール及び取外し可能な出力モジュールの少なくと
も一つを包含する。変換器モジュールは、人間の身体の特性を感知する変換器を含み、出
力モジュールは、変換器信号情報を包含する信号を出力するように構成される。
【０００７】
　基本モジュールのモジュール用インターフェースはそれぞれ、モジュールコネクタ、機
械的保持メカニズム、及び封止構造の１つ以上を備える。好ましいモジュール用インター
フェースは、典型的には、コネクタ、機械的保持メカニズム、及び封止構造をそれぞれ包
含するが、全ての生体内感知装置の実施形態においてこれらの機構が全て必須なわけでは
ない。
【０００８】
　いくつかの実施形態によれば、基本モジュールの多数のモジュール用インターフェース
はそれぞれ、取外し可能なモジュールのコネクタを受け入れるように構成された、個々の
コネクタ間の信号伝送を容易にするモジュールコネクタを備える。各モジュール用インタ
ーフェースは、取外し可能なモジュールの機械的係合構造を取外し可能に保持して係合す
る機械的保持メカニズムを更に包含してもよい。各モジュール用インターフェースはまた
、取外し可能なモジュールが基本モジュールに取り付けられたとき、基本モジュールと取
外し可能なモジュールとの間を封止するように配置された封止構造を包含してもよい。特
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定の生体内感知装置の構成に応じて、これらのモジュール用インターフェース機構のいく
つか又は全てが生体内感知装置上に設けられてもよい。
【０００９】
　モジュール式電子生体内感知装置は、モジュールコネクタそれぞれに連結されるプロセ
ッサであって、取外し可能なモジュールが基本モジュールに取り付けられたとき、取外し
可能なモジュールそれぞれと通信可能に連結するように構成されたプロセッサを包含する
。ハウジングは、取外し可能なモジュールを基本モジュールに取り付けた後、人間の身体
表面に対する手持ち操作を容易にするため、人間工学的効率性を保持している。多数の異
なるモジュールへの取り付けを提供する生体内感知装置のハウジングが、人間工学的効率
性を保持していることは、現在、１つ又は複数のどのようなモジュールが生体内感知装置
に取り付けられているかに関わらず、臨床医が容易に使用できることを可能にする。この
点に関して、生体内感知装置のハウジングの人間工学的効率性は、異なるモジュールが生
体内感知装置に取り付けられるとき、生体内感知装置の便利さの特性が悪影響を受けない
ように保持される。
【００１０】
　他の実施形態によれば、モジュール式電子生体内感知装置は、人間の身体表面及び基本
モジュールに対して手持ち操作するように構成されたハウジングを包含する。基本モジュ
ールは、多数の取外し可能かつ互換性のあるモジュールの１つを係合するように構成され
たモジュール用インターフェースを備える。多数の取外し可能かつ互換性のあるモジュー
ルは、典型的には、少なくとも取外し可能な変換器モジュール及び取外し可能な出力モジ
ュールを包含する。変換器モジュールは、人間の身体の特性を感知するように構成された
変換器を備え、出力モジュールは、変換器信号情報を包含する信号を出力するように構成
されている。
【００１１】
　モジュール用インターフェースは、好ましくは、取外し可能なモジュールのコネクタを
受け入れ、個々のコネクタ間の信号伝送を容易にするように構成されたモジュールコネク
タと、取外し可能なモジュールの機械的係合構造を取外し可能に保持し係合するように構
成された機械的保持メカニズムと、取外し可能なモジュールが基本モジュールに取り付け
られたとき、基本モジュールと取外し可能なモジュールとの間を封止するように配置され
た封止構造とを備える。上述したように、全ての生体内感知装置の実施形態において、こ
れらの機構が全て必須なわけではない。
【００１２】
　プロセッサは、モジュールコネクタに連結され、基本モジュールに取り付けられたとき
、互換性のある取外し可能なモジュールそれぞれと通信可能に連結するように構成される
。ハウジングは、好ましくは、取外し可能なモジュールを基本モジュールに取り付けた後
、臨床医が人間の身体表面に対して生体内感知装置をより容易に使用し手持ち操作できる
ように、人間工学的効率性を保持するのを容易にするように構成される。
【００１３】
　他の実施形態によれば、電子生体内感知装置は、人間の身体表面に対して手持ち操作す
るように構成されたハウジングと、生体起源の事態によって生成される音響エネルギーの
兆候などの人体の特性を感知するように構成された、ハウジングによって支持された変換
器とを包含する。生体内感知装置は、変換器信号情報を受け取るために、変換器に連結さ
れた入力を有する信号プロセッサを更に包含する。プロセッサは、変換器及び信号プロセ
ッサに連結される。あるいは、信号プロセッサはプロセッサの一部として組み込まれても
よい。
【００１４】
　信号プロセッサは、入力側にそれぞれが連結された多数のチャネル、例えば、入力側に
それぞれが連結された少なくとも第１のチャネル及び第２のチャネルを備える。多数のチ
ャネルはそれぞれ、異なる構成要素又はデバイスに連結されるとともに、異種のチャネル
特性を有してもよい。第１及び第２のチャネルはそれぞれ、異なる構成要素又はデバイス
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と通信するように割り振ることができ、第１及び第２のチャネルはそれぞれ独立に制御さ
れてもよい。例えば、第１のチャネルはラウドスピーカーに連結されてもよく、第２のチ
ャネルは、ラップトップ、ＰＣ、又は医療システムなどの外部デバイスに連結されてもよ
い。この実施形態による生体内感知装置は、必須ではないものの、他の実施形態のモジュ
ール化の態様を組み込むように構成されてもよい。例えば、本明細書にて考察するタイプ
のモジュール用インターフェースを包含しない一体型の生体内感知装置は、本発明の複数
チャネル型の信号プロセッサを組み込むことによって、有用性を向上させてもよい。
【００１５】
　上述の本発明の概要は、本発明の各実施形態又はあらゆる実施例を説明するものではな
い。本発明の利点及び効果、並びに本発明に対する一層の理解は、以下に記載する発明を
実施するための形態及び特許請求の範囲を添付図面と併せて参照することによって明らか
になり、理解するに至るであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明に従ってモジュール化されてもよい多数の構成要素を包含する、電子聴診
器の形態の電子生体内感知装置を示す図。
【図２】本発明の実施形態による電子聴診器などの、モジュール式生体内感知装置のブロ
ック図。
【図３】本発明の実施形態によるネットワーク化医療システムの一部であるモジュール式
生体内感知装置、聴診器、又は他の医療診断システムのブロック図。
【図４Ａ】本発明の実施形態による電子聴診器などの、モジュール式生体内感知装置のブ
ロック図。
【図４Ｂ】本発明の実施形態による電子聴診器などの、モジュール式生体内感知装置のブ
ロック図。
【図５Ａ】本発明の実施形態による電子聴診器などの、モジュール式生体内感知装置のブ
ロック図。
【図５Ｂ】本発明の実施形態による電子聴診器などの、モジュール式生体内感知装置のブ
ロック図。
【図６】本発明の実施形態による電子聴診器などの、モジュール式生体内感知装置のブロ
ック図。
【図７】本発明の実施形態による電子聴診器などの、モジュール式生体内感知装置のブロ
ック図。
【図８Ａ】本発明の実施形態による電子聴診器などの、モジュール式生体内感知装置のブ
ロック図。
【図８Ｂ】本発明の実施形態による、複数の互換性のあるモジュールの１つを受け入れる
ように構成されたモジュール式聴診器などの、モジュール式生体内感知装置のインターフ
ェースを示す図。
【図９Ａ】本発明の実施形態による完全に組み立てられた構成のモジュール式電子聴診器
を示す図。
【図９Ｂ】本発明の実施形態による、Ｙ字管及びＹ字管内に実装されたラウドスピーカー
を包含するモジュール式電子聴診器の一部分を示す図。
【図９Ｃ】本発明の実施形態による、個々の耳チューブを通して同報通信される音（例え
ば、振幅、周波数など）を別個に制御するため、Ｙ字管及びＹ字管内に実装された二重ラ
ウドスピーカーを包含するモジュール式電子聴診器の一部分を示す図。
【図１０Ａ】本発明の実施形態による、Ｙ字管及び主管のモジュール組み立てを容易にす
る構造的及び電気的接続構成を組み込んだ二重かかり（dual barb）の連結具を包含する
、組み立て前及び組み立て後のＹ字管構造を示す図。
【図１０Ｂ】本発明の実施形態による、Ｙ字管及び主管のモジュール組み立てを容易にす
る構造的及び電気的接続構成を組み込んだ二重かかり（dual barb）の連結具を包含する
、組み立て前及び組み立て後のＹ字管構造を示す図。
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【図１１Ａ】本発明の実施形態による、主管、主管連結具及び一対のヘッドセット連結具
を包含するＹ字管モジュール、並びに１つ又は二重のラウドスピーカーを包含するヘッド
セットモジュールの一部分を示す図。
【図１１Ｂ】本発明の実施形態によるカスタムの屈曲バンドを組み込んだヘッドセットの
一部分を示す図。
【図１１Ｃ】本発明の実施形態による、ヘッドセットのＵ字形部分に近接して二重スピー
カーがヘッドセット内に実装されたスピーカー構造を示す図。
【図１２Ａ】本発明の実施形態による様々なタイプのモジュールを便利に実装及び交換で
きるようにする本発明の電子聴診器の一実施形態を示す図。
【図１２Ｂ】本発明の実施形態による様々なタイプのモジュールを便利に実装及び交換で
きるようにする本発明の電子聴診器の一実施形態を示す図。
【図１２Ｃ】本発明の実施形態による様々なタイプのモジュールを便利に実装及び交換で
きるようにする本発明の電子聴診器の一実施形態を示す図。
【図１３】多数のモード及び／又は状態表示器並びにモード及び／又は制御スイッチを包
含するユーザーインターフェースと、取外し可能なモジュールとを包含する、本発明の電
子聴診器の一実施形態を示す図。
【図１４】本発明の実施形態による、電力源及び無線通信モジュールの両方を包含する無
線電子聴診器を示す図。
【図１５】本発明の実施形態による、外部のデバイス及びシステムとの有線接続機能を可
能にする電子聴診器の実施形態を示す図。
【図１６】本発明の実施形態による、外部のデバイス及びシステムとの有線接続機能を可
能にする電子聴診器の実施形態を示す図。
【図１７】本発明の実施形態による、異なるタイプのユーザーインターフェースを包含す
る電子聴診器の実施形態を示す図。
【図１８】本発明の実施形態による、異なるタイプのユーザーインターフェースを包含す
る電子聴診器の実施形態を示す図。
【図１９】本発明の実施形態による、生体内感知装置及び患者に関する状態及びモード情
報を提供するとともに、外部デバイスによって制御可能な、臨床医にとって有用な情報を
提示する表示部分を更に包含する表示装置と、臨床医がキー及び表示素子を容易に再配置
できる多機能制御ボタンとを包含する、電子聴診器などの生体内感知装置のユーザーイン
ターフェースを示す図。
【図２０】本発明の実施形態による、モジュール式又は一体型の生体内感知装置として構
成された生体内感知装置の変換器にそれぞれ連結された、異なるチャネル特性をそれぞれ
有する多数のチャネルを包含する、信号プロセッサのブロック図。
【００１７】
　本発明は様々な修正例及び代替形状に柔軟に従うことができるが、それらの詳細は例証
として図面に示されており、かつ詳細に記載される。ただし、本発明は記載される特定の
実施形態に限定されるものではないことを理解されたい。逆に、添付の特許請求の範囲に
よって規定されるような本発明の範囲内にある、全ての修正例、均等な例、及び代替例を
包含するものとする。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下に示す実施形態の説明において、本明細書の一部をなすとともに、本発明を実施す
るための各種の実施形態を示す添付図面を参照する。本発明の範囲から逸脱することなく
、実施形態が利用されてもよく、また、構造上の変更が行われてもよいことを理解された
い。
【００１９】
　本発明の態様は、１つ以上の構成要素を組み込んだ電子医療デバイス又はシステムを構
成するモジュールへのアプローチを目的とするもので、構成要素は、無線又は有線の接続
若しくはリンクなどによって、他のシステム構成要素又は他のデバイス及びシステムの構
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成要素に通信可能に連結してもよい。本発明の態様は、１つ以上の構成要素を組み込んだ
電子医療システムを構成するモジュールへのアプローチを目的とするもので、構成要素は
、他のデバイス及びシステムの他のシステム構成要素若しくは構成要素に対して物理的な
接続可能性及び／又は互換可能性を有してもよい。
【００２０】
　様々な実施形態によれば、本発明のモジュール式電子聴診器システム又は他の生体内感
知装置システムは、標準化されたインターフェース（例えば、「プラグ・アンド・プレイ
」の接続機能）を備えたハードウェア及びソフトウェア構成要素を包含する。それ自体が
モジュールデザイン品である生体内感知装置又は聴診器は、分析、表示、及び情報管理の
ための標準的な要素を包含する、より大きなモジュール・システムの一部であってもよい
。生体内感知装置又は聴診器のモジュールはまた、他の可搬型診断デバイスの基礎として
使用されてもよい。
【００２１】
　例えば、従来の聴診器は、様々な医療市場で販売され、それらの市場は、それぞれの技
術上及び販売上の要求を提示している。それらの様々な市場のニーズは、従来、一連の独
特な製品デザインによって満たされ、共有する構成要素は比較的少なかった。特化した新
規製品を、現存及び新規の聴診器市場に提供することが非常に望ましい。電子聴診器を構
成するモジュールへのアプローチは、有利なことに、新しい製品の効率的な発展を容易に
し、電子聴診器及び他の生体内感知装置の進歩と技術的進化を促進する。
【００２２】
　本発明による聴診器などの生体内感知装置を構成するモジュールへのアプローチは、ま
た、「個人用聴診器」のビジネスモデルを支援することであり、このビジネルモデルでは
、最終顧客が標準化されたモジュールを使用して自身の必要性に従って聴診器を構成する
ことが可能となる。この観点において、電子聴診器アセンブリに対するモジュールへのア
プローチは、共通プラットフォームの使用を提供する複合製品を提供することになる。聴
診器製品の機能をより付加的なモジュール単位基準で実現できるので、聴診器製品のデザ
イン検証、障害追跡、及び修理も合理化される。標準化されたモジュールは、機械的／構
造的、電気的／電子的、若しくは通信モジュールの形態、又はそれらの形態の組み合わせ
であってもよい。
【００２３】
　本発明のモジュールへのデザイン・アプローチは、共通の「基本」デザインへのアプロ
ーチが確立されれば、製品の機能を向上するためのスケジュールを短縮できる可能性を提
供する。完全に統合された製品を検証する必要は依然としてあるものの、基幹モジュール
の事前検証は、新しい製品の導入プロセスを著しく加速することができる。本発明のモジ
ュールへのデザイン・アプローチはまた、聴診器の「受注生産」戦略及びカスタム化を増
強するであろう改善された製造インフラストラクチャーを促進することも可能である。
【００２４】
　本発明のモジュールへのデザイン・アプローチは、使い捨てモジュールを使用できるよ
うにし、例えば接触感染性の病原体を有するあるいはその可能性のある患者に接触させて
使用されるモジュール式チェストピースなどを使用できるようにする。例えば、モジュー
ル式の通信及び／又は電子構成要素は、聴診器が外部のデバイス及びシステムと共に動作
する、及び／又は相互作用する方法を容易に修正することを簡単にすることが可能である
。例えば、電子又は通信モジュールは、様々な外部のデバイス及びシステムとの種々の機
能性並びに適合性を提供するような他のモジュールと交換可能にすることができる。
【００２５】
　本発明のモジュール式医療システムは、広範囲の医療診断及び／又は治療デバイス（こ
れらの多くを本明細書では生体内感知装置と総称）に使用することが可能である。多くの
タイプの医療デバイスは、特に聴診用に構成されたものは、本発明に従って実現されても
よく、及び、例えば、心臓、肺、声帯、又は身体の他の器官若しくは組織によって生成さ
れる音に対して感受性をもつように構成されてもよい。本明細書に記載する実施形態は、
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一般に、生体起源の事態によって生成される音を感知する医療診断デバイスを目的とする
が、本発明に従って医療デバイスを実現するモジュールへのアプローチは、聴診器及び他
の聴診デバイスに限定されないことを理解されたい。代表的なデバイスとしては、生体起
源の事態によって生成される、又はそれとの相互作用によって生じるエネルギーの兆候を
感知するように構成されたものが挙げられる。
【００２６】
　様々な実施形態によれば、本発明のモジュール式電子聴診器は、人間の聴覚と関連付け
られた周波数範囲に対して優先的に感受性をもつように実現されてもよい。しかし、可聴
周波数範囲よりも高い及び／又は低い音域の身体音に関連する周波数も、本発明の電子聴
診器によって感知できることを理解されたい。例えば、本発明のモジュール式電子聴診器
は、ＤＣの直ぐ上から約２５ｋＨｚまでの間の周波数を有する身体音を感知するように実
現された１つ以上のセンサを組み込んでもよい。
【００２７】
　本発明のモジュール式電子聴診器は、可聴周波数範囲内の可聴出力を生成するように構
成された１つ以上のセンサを組み込んでもよく、更に、可聴周波数範囲よりも高い音域、
及び／又は低い音域（例えば、超音波センサからの出力）を包含するセンサ信号を生成し
てもよい。電子聴診器は、周波数偏移又は他の信号処理を行って、その範囲が人間の聴覚
系を超えるセンサによって出力された信号を利用する、信号処理回路構成及びソフトウェ
アを包含してもよい。そのような回路構成及びソフトウェアはまた、分析値のデータを生
成するように構成されてもよい。
【００２８】
　本発明のモジュール式電子生体内感知装置の実施形態は、多数の取外し可能なモジュー
ルの少なくとも１つに係合するように構成された少なくとも１つのモジュール用インター
フェースを有する、基本モジュールを備えるハウジングを包含する。生体内感知装置のモ
ジュール用インターフェースは、生体内感知装置とモジュールとの間の信号伝送を容易に
するため、取外し可能なモジュールのコネクタを受け入れるように構成されたモジュール
コネクタを包含する。機械的保持メカニズムは、取外し可能なモジュールを生体内感知装
置に対して取外し可能に保持し固着させるのを容易にするように構成される。封止構造は
、好ましくは、取外し可能なモジュールが生体内感知装置に取り付けられたとき、モジュ
ール用インターフェースにおける封止をもたらすように配置される。プロセッサは、モジ
ュールコネクタに連結され、取外し可能なモジュールが生体内感知装置に取り付けられた
とき、取外し可能なモジュールと通信可能に連結するように構成される。好ましい実施形
態では、ハウジングは、取外し可能なモジュールを生体内感知装置に取り付けた後、人間
の身体表面に対する生体内感知装置の手持ち操作を容易にするため、人間工学的効率性を
保持するように構成される。
【００２９】
　いくつかの実施形態では、プロセッサは、生体内感知装置の基本モジュール内に配置さ
れる。他の実施形態では、プロセッサは、取外し可能なモジュール内に配置されるか、基
本モジュールと取外し可能なモジュールとの間に分配される。
【００３０】
　一実施形態では、基本モジュールの第１のモジュール用インターフェースは、取外し可
能な変換器モジュールを係合するように構成され、基本モジュールの第２のモジュール用
インターフェースは、取外し可能な出力モジュールを係合するように構成される。別の実
施形態では、基本モジュールは１つ以上の変換器を支持し、基本モジュールのモジュール
用インターフェースは、出力モジュール、電力源モジュール、及びインターフェース用モ
ジュール、又は他のタイプのモジュールを受け入れるように構成される。いくつかの実施
形態では、基本モジュール又は取外し可能なモジュールのどちらかは、超音波センサ又は
ドップラー超音波センサを組み込む。他の実施形態では、基本モジュール又は取外し可能
なモジュールのどちらかは、超音波撮像センサ又は熱撮像センサなどの多次元センサを組
み込む。
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【００３１】
　生体内感知装置は、適切なインターフェースを介して生体内感知装置の変換器に連結さ
れる、有線又は無線のヘッドセットなどのヘッドセットに通信可能に連結するように構成
されてもよい。例えば、軍用ヘルメットは、生体内感知装置と通信するように構成された
無線ヘッドセットを組み込むように実現されてもよい。生体内感知装置は、有線又は無線
接続を介して補聴器に通信可能に連結するように構成されてもよい。生体内感知装置は、
基本モジュール及び取外し可能なモジュールの少なくとも一方に設けられた表示装置を包
含するものなど、ユーザーインターフェースを組み込んでもよい。
【００３２】
　１つ以上の無線機が、生体内感知装置の基本モジュール、取外し可能なモジュール、又
は基本モジュール及び取外し可能なモジュールの両方に組み込まれてもよい。基本モジュ
ール及び／又は取外し可能なモジュールは、１つ以上の無線機を構成するソフトウェアを
格納するメモリを備えてもよい。
【００３３】
　他の実施形態では、第１のモジュール用インターフェースは、取外し可能な出力モジュ
ールを係合するように構成されてもよく、取外し可能な出力モジュール及び基本モジュー
ルの少なくとも一方は、生体内感知装置と、固定又は可搬型の電源などの外部電力源との
間の接続を容易にするように構成された電源インターフェースを備えてもよい。生体内感
知装置は、一次電力源及び二次電力源を包含してもよい。一次電力源は基本モジュール内
に配置されてもよく、二次電力源は取外し可能なモジュール内に配置されてもよい。
【００３４】
　生体内感知装置は、変換器信号情報を受け取る入力側と、入力側にそれぞれ連結された
少なくとも第１のチャネル及び第２のチャネルとを有する信号プロセッサを備えてもよい
。第１のチャネルは、生体内感知装置プロセッサを介してラウドスピーカーに連結される
とともに、第１のチャネル特性を有してもよく、第２のチャネルは、生体内感知装置プロ
セッサを介して外部デバイスに連結されるとともに、第１のチャネル特性とは異なる第２
のチャネル特性を有してもよい。例えば、第１のチャネルはアナログチャネルであっても
よく、第２のチャネルはデジタルチャネルであってもよい。
【００３５】
　他の実施形態によれば、生体内感知装置は、必ずしもモジュール式構成を有する必要は
なく、又は比較的単純なモジュール機構を有してもよく、その機構とは、例えば入力／出
力インターフェース（例えば、通信ポート）若しくは取り付け式の電源などである。その
ような実施形態では、生体内感知装置は、有利なことに、種々の目的又は種々の末端のデ
バイス若しくは構成要素に対して種々の方法で変換器信号情報を処理する、種々のプログ
ラム可能な特性を有する多数のチャネルを有する信号プロセッサを組み込んでもよい。
【００３６】
　次に、図１を参照すると、本発明に従ってモジュール化されてもよい多数の構成要素を
包含する電子聴診器が示される。図１に示される電子聴診器１０の様々な機構は、電子聴
診器の形態及び機能に関して高度の選択可能性を可能にする、標準化されたモジュールの
形で組み込まれてもよい。図１に示されるように、電子聴診器１０は、一対のイヤーチッ
プ（ear tips）１５ａ、１５ｂ、耳管１７ａ、１７ｂ、及び主管１３を包含する。主管１
３は、主ハウジング又はチェストピース２５に連結され、その中には少なくとも１つのセ
ンサ２０が配置される。センサ２０は、生体起源の事態によって生成される、又はそれと
の相互作用によって得られるエネルギーの兆候を感知するように構成される。例えば、セ
ンサ２０は、心臓、肺、声帯、又は身体の他の器官若しくは組織によって生成される音な
ど、生体起源の事態によって生成される音を感知するように構成されてもよい。主ハウジ
ング２５内に配置されてもよい他の構成要素としては、電力源、信号処理回路構成、及び
通信デバイスが挙げられる。
【００３７】
　本発明のモジュール式アセンブリへのアプローチによれば、上述の電子聴診器１０の機
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構は標準化されたモジュールに組み込まれてもよい。例えば、イヤーチップ１５ａ、１５
ｂ、耳管１７ａ、１７ｂ、及び主管１３はヘッドセットモジュール２００に組み込まれて
もよい。様々なユーザーのニーズ（例えば、従来の両耳の、民生用ヘッドセット、小型イ
ヤホン、軍用ヘルメットシステムなどの専用ヘッドセット）に適応するために、多数の異
なるヘッドセットモジュール構成が実現されてもよい。ユーザーの必要性に従って変更さ
れてもよい聴診器ヘッドセットの特性としては、例えば、他の特性の中でも、サイズ、長
さ、形状、機能、性能、機構、耐久性、忠実度、色、構造の材料、彫刻又はマーキング（
例えば、顧客名若しくは会社名、通し番号）が挙げられる。
【００３８】
　ヘッドセットモジュール２００の構成要素はモジュール化されてもよい。例えば、電子
聴診器１０のヘッドセットは、主管モジュール４１０、Ｙ字管モジュール３１０、耳管モ
ジュール２２０、及びイヤーチップモジュール２３０を使用して組み立てられてもよい。
これらのモジュールはそれぞれ、上述したような複数の構成及び特性を有してもよい。例
えば、主管モジュール４１０及び耳管モジュール２２０は、様々な身長及びサイズのユー
ザーに適応するように、様々な管長で製作されてもよい。
【００３９】
　イヤーチップモジュール２３０は、種々のサイズ及び形状のイヤーチップを包含するよ
うに製作されてもよく、及び、イヤーチップの適合のカスタム化（例えば、特定のユーザ
ーから取った金型から作られた成型イヤーチップ）が可能であってもよい。イヤーチップ
モジュール２３０は、例えば、耳を覆って、耳の中に、又は外耳道の中に位置付けること
ができるイヤーチップを包含するように製作されてもよい。耳管モジュール２２０及びイ
ヤーチップモジュール２３０は、身体音情報の音響伝送、電気伝送、又は光学伝送を容易
にするように製作されてもよい。音響伝送の場合、従来のデザイン・アプローチが、耳管
モジュール２２０及びイヤーチップモジュール２３０を製作するのに使用されてもよい。
電気又は光学伝送の場合、耳管モジュール２２０は、１つ又は複数の導電体又は光ファイ
バーを中に収容することができる、管、シース、又は他の絶縁された可撓性部材を包含し
てもよい。この構成では、イヤーチップモジュール２３０は各イヤーチップ用のスピーカ
ーを包含する。無線の構成では、ヘッドセットが無線でチェストピースと通信できるので
、耳管モジュール２２０は不要なことがある。
【００４０】
　一方又は両方の耳に補聴器を有するユーザーの場合、イヤーチップモジュール２３０は
、そのようなユーザーの特別な聴覚上の必要性に適応するように調整されてもよい。例え
ば、イヤーチップモジュール２３０は、電子的、音響的、かつ構造的に適応することを含
めて、特定の補聴器の存在を考慮（即ち、用途を定め、モデル化）するように製作されて
もよい。更なる例証として、イヤーチップモジュール２３０の一方又は両方のイヤーチッ
プは、ユーザーの特定の補聴器の性能特性をシミュレートしてもよい。
【００４１】
　Ｙ字管モジュール３１０は、ユーザー機構及び補聴器の機能性を向上できるように実現
されてもよい。例えば、Ｙ字管モジュール３１０は、典型的にはチェストピースに載置さ
れるスピーカーユニットを包含してもよい。スピーカーユニットはまた、両方の耳管に共
通のスピーカー又は各耳管専用のスピーカーの形で耳管モジュール２２０に組み込まれて
もよい。Ｙ字管モジュール３１０は、対応する形状及びサイズの耳管モジュール２２０及
び主管モジュール４１０との接続を可能にする、種々の形状若しくはサイズのコネクタ又
は連結具を備えて製作されてもよい。Ｙ字管モジュール３１０は、通信、処理、及びユー
ザーインターフェース電子部品などの電子部品を包含してもよい。例えば、Ｙ字管モジュ
ール３１０は、電子モジュール又はアダプタを受け入れるように構成された接続インター
フェースを包含してもよい。後述するように、チェストピースモジュール１１０は、その
ような電子モジュール又はアダプタを受け入れるように構成されてもよい。
【００４２】
　電子モジュールは、外部のデバイス及びシステムとの、又は聴診器の他の構成要素との
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通信能力を向上することが可能であってもよい。例えば、電子モジュールは、聴診器と、
患者の内部、患者の上、又は患者に近接して載置された他の生理学的センサとの間の通信
を可能にしてもよい。例えば、電子モジュールは、ＰＤＡ、可搬型ＰＣ、及びネットワー
クサーバなどの様々なローカルな並びに遠隔のデバイスと、聴診器との間の通信を包含す
るか、又は別の形でそれを可能にしてもよい。電子モジュールは、無線（例えば、ブルー
トゥース（Bluetooth）（登録商標）若しくはジグビー（ZigBee）（登録商標）の通信プ
ロトコル）又は有線通信を可能にしてもよい。
【００４３】
　電子モジュールは、聴診器のソフトウェア若しくはファームウェアを変更又は更新する
か、聴診器の診断モード若しくは機能を修正又は追加（例えば、心音フィルタを追加、肺
音フィルタを追加、特定の病状を検出するように設計された検出アルゴリズムを追加）す
ることなどによって、向上あるいは拡張された機能を可能にしてもよい。後述するＹ字管
モジュール３１０及び／又はチェストピースモジュール１１０は、これら及び他の機構を
独立型モジュールとして提供してもよく、上述した機能強化は、ソフトウェアの無線通信
を介して実現されてもよいことが理解される。いくつかの構成では、Ｙ字管モジュール３
１０及び／又はチェストピースモジュール１１０、あるいは聴診器の他のメモリ又はプロ
セッサモジュールは、コマンドによって選択的に使用可能若しくは使用不能にすることが
できる一連の機構のためのソフトウェアを格納してもよい。そのようなソフトウェア及び
コマンドは、聴診器と遠隔サーバシステムとの間で通信（有線リンク、無線リンク、又は
両リンクの組み合わせ）により、聴診器による遠隔の問い合わせ及び構成（例えば、フィ
ルタ選択及び利得制御）を可能にすることを意図している。
【００４４】
　図１に示される電子聴診器のチェストピース２５は、典型的には、プロセッサ、メモリ
、電源、変換器又はセンサ、ユーザーインターフェース構成要素、及び通信回路構成を包
含する。電子聴診器１０の信号処理回路構成は、単純なものから複雑なものまで様々な機
能を行うように構成されてもよい。例えば、信号処理回路構成は、身体音のプロファイル
マッチングなど、センサ２０から受け取った生体音響信号の比較的高度な分析を行うよう
に構成されてもよい。信号処理回路構成は、センサ２０によって生成された信号に対して
様々な形態の統計分析を行ってもよい。そのような構成では、信号処理回路構成はデジタ
ル信号プロセッサ（ＤＳＰ）を包含してもよい。あるいは、又はそれに加えて、外部シス
テム２４がそのような信号処理及び分析の全て又は一部を行ってもよい。外部システム２
４は、聴診器１０の主ハウジング２５内に配置された通信デバイスとの一方向又は双方向
の通信を確立するように構成された、表示装置、音響システム、プリンタ、ネットワーク
インターフェース、及び通信インターフェースを包含してもよい。
【００４５】
　１つのシステム実現例によれば、電子聴診器１０は、ＰＤＡ、ラップトップ若しくはタ
ブレットＰＣ、又は他の無線デバイスなど、可搬型の無線外部システム２４と通信するよ
うに構成されてもよい。無線外部システム２４は更に、ネットワーク化サーバシステムな
どの、ローカル又は遠隔のサーバシステムと通信するように構成されてもよい。例えば、
聴診の間に電子聴診器１０によって獲得された情報は、無線外部システム２４に伝送され
てもよい。無線外部システム２４は、情報を処理して、情報（例えば、心拍数指示、Ｓ１
～Ｓ４の心音）、並びに／あるいは異常な心機能、肺機能、又は他の器官の機能に関する
診断情報（例えば、弁の閉鎖不全若しくは狭窄、肺炎や肺浮腫などの呼吸障害によるもの
などの心雑音）、あるいは他の器官の病変の視覚表示、図形表示、及び／又は聴覚表示な
ど、様々な出力データを提供してもよい。
【００４６】
　重要なデータ又は信号の処理を必要とする分析は、電子聴診器１０のプロセッサによっ
てではなく無線外部システム２４によって、又は遠隔サーバによって行われてもよい。一
実施例によれば、電子聴診器１０によって獲得された情報の処理は、システム要素それぞ
れの処理資源に基づいて、複数のシステム要素によって行われる。例えば、電子聴診器１
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０のプロセッサは、サンプリング及び／又はアナログ・デジタル変換を含むことがある信
号フィルタ処理及び波形生成の機能、並びに表示器（例えば、ＬＥＤ、又はＬＣＤ若しく
はＯＬＥＤ表示装置上の文字／図形）の照明又は可聴出力の生成などのユーザー用のフィ
ードバック生成の機能のような基本の機能を行うように構成されてもよい。ＰＤＡ又は他
の外部システム２４は、より高度な機能を行うように構成されてもよく、高度な機能とは
、テンプレートに基づく形態学的分析、速度若しくはタイミングの分析、周波数スペクト
ル分析、又はパターン認識分析などの様々な技術を用いて心雑音又は不整脈を特定するこ
とである。
【００４７】
　電子聴診器１０の通信デバイスは、ローカルなシステムと遠隔のシステムとの間の通信
を達成するのに、当該技術分野において既知で従来から使用されている高周波（ＲＦ）リ
ンクを確立して実現されてもよい。通信デバイスと外部システム２４との間の通信リンク
は、短距離無線通信インターフェースを使用して実現されてもよく、例えば、インターフ
ェースには、ブルートゥース規格、ＩＥＥＥ　８０２規格（例えば、ＩＥＥＥ　８０２．
１１）、ＩＥＥＥ　８０２．１５．４規格に基づくジグビー若しくは類似の規格、又は他
の公衆若しくは固有無線プロトコルなどの既知の通信規格に準拠するインターフェースな
どがある。
【００４８】
　電子聴診器１０は、無線通信能力の代わりに、又はそれに加えて配線コネクタを包含す
るように実現されてもよいことが理解される。そのような構成では、導体（電気若しくは
光学）が、電子聴診器１０の配線コネクタ又はポートと患者体外システム２４の適切なコ
ネクタとの間に接続されてもよい。電子聴診器１０の配線接続ポート及びあらゆる必要な
インターフェース回路構成は、ファイアワイヤ（FireWire）（登録商標）（ＩＥＥＥ　１
３９４）、ＵＳＢ、又は他の通信プロトコルなどの様々なプロトコルに従って、情報を通
信するように構成されてもよい。様々な配線接続でのプロトコルは、データ信号の伝送（
例えば、ＵＳＢ）に加えて電力の伝送を可能にし、及び、配線接続は、聴診器の内部又は
モジュール内の１つ若しくは複数の電池源を再充電するのに使用できることが理解される
。図１に示す出力モジュール１５０は、聴診器１０と広範囲なデバイス及びシステムとの
間の無線及び／又は有線の通信を容易にするように製作されてもよい。
【００４９】
　図１に示すように、チェストピース２５と関連付けられた様々な構成要素及び機能は、
１つ又は好ましくは複数のモジュールの形でモジュール化されてもよい。例えば、プロセ
ッサモジュール１２０は、単純なものから複雑なものまで様々な処理能力を可能にするよ
うに製作されてもよい。プロセッサモジュール１２０は、とりわけ、プロセッサの速度、
複雑さ、機構の組、消費電力、メモリサイズ、及び信号処理能力の点において変えること
ができる。例えば、サイズ及び速度に関して異なる様々な別個のメモリモジュールも提供
されてもよい。
【００５０】
　電源モジュール１４０は、特定の聴診器構築構成に必須の電力を提供するように設計さ
れてもよい。例えば、聴診器の構成が時間の経過と共に変わるにつれて、電源モジュール
１４０は、聴診器での各構成変化による電力源要求に適応するように変化してもよい。電
源モジュール１４０は、例えば、化学的性質、形状因子、充電可能性、及び能力の点で異
なることができる。電源モジュール１４０は、単一の電力源又は複数の電力源を提供する
ように製作されてもよい。例えば、一次電力源は、聴診器の電子部品の主電力源として実
現されてもよい。二次電力源は、一次電力源よりも容量が小さな蓄積コンデンサ又は電池
であってもよく、スリープモードの間にセンサ若しくは回路構成に電力を供給するために
使用するか、又はスリープモードから動作状態へと聴診器を移行させるための条件を検出
するために使用するようにしてもよい。
【００５１】
　本発明の電子聴診器１０のセンサ２０は、好ましくは、変換器の変形に応答して電気信
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号を変調又は生成するように構成された変換器を組み込む。好適な変換器は、圧電膜、圧
電抵抗材料、歪みゲージ、容量又は誘導素子、線形可変作動トランス、並びに変形に応答
して電気信号を変調又は生成する他の材料若しくは素子など、圧電材料（有機及び／又は
無機の圧電材料）を組み込んだものである。変換器は、平面であるか、曲線状又は波形の
構成の場合のように非平面であってもよい。好適な圧電材料は、ポリマーフィルム、ポリ
マー発泡体、セラミック、複合材料、又はそれらの組み合わせを包含してもよい。
【００５２】
　それに加えて、変換器は、同一若しくは異なる変換器タイプ及び／又は異なる変換器材
料の変換器のアレイを組み込んでもよく、それらは全て、直列に、個別に、又は多層構造
の形で接続されてもよい。異なる特性を有する複数の感知素子及び／又は調整可能な感知
特性を備えたセンサを組み込んだ好適な変換器が、同一出願者による米国特許出願公開第
２００７／０１１３６４９号及び同第２００７／０１１３６５４号に開示されており、そ
れらをそれぞれ参照により本明細書に組み込む。
【００５３】
　チェストピースへの連結を容易にするため、様々な変換器モジュール１３０が製作され
てもよい。変換器モジュール１３０は、特性の中でもとりわけ、上述の変換器技術、機能
、サイズ、及び感度の点で変更することができる。本発明のモジュール式聴診器に組み込
まれてもよい種々の変換器モジュール１３０の限定的な列としては、とりわけ、心音又は
肺音変換器、超音波変換器、プレチスモグラフィセンサ、心電図センサ、パルス酸素濃度
計を組み込んだものが挙げられる。例証として、上記変換モジュール１３０は、血流量及
び血圧評価、血管開存性評価、並びに器官の構造的及び／又は機能的評価を包含する、様
々な診断目的に使用することができる超音波撮像変換器又はドップラー超音波変換器を組
み込んでもよい。
【００５４】
　ユーザーインターフェースモジュール１６０は、聴診器１０との広範囲のユーザー相互
作用を提供するように製作されてもよい。ユーザーインターフェースモジュール１６０は
、ボタン、キー、サムホイール、ジョイスティック、又は他の既知の入力デバイスなど、
様々なタイプ及び組み合わせのユーザー入力機構を用いて実現されてもよい。ユーザーイ
ンターフェースモジュール１６０は、ＬＥＤアレイからＬＣＤ又はＯＬＥＤ表示装置に及
ぶ、様々なタイプ及び組み合わせの表示装置を用いて実現されてもよい。例えば、１つ以
上のインターフェースモジュール１６０は、チェストピース２５、Ｙ字管、及び主管１３
の１つ以上を包含する、聴診器上の様々な場所に載置されてもよい。
【００５５】
　ユーザーインターフェースモジュール１６０は、一実施形態によれば、臨床医に様々な
情報を提供することができる１つ以上のＬＥＤを包含するように構成されてもよい。例え
ば、電子聴診器の動作状態の知覚可能な表示を組み込むことは、点滅するＬＥＤを１つ以
上使用するようなことで、臨床医に有益な情報を更に提供することができる。１つ以上の
ＬＥＤ又は他の視覚的表示器によって臨床医に伝達することができる情報は、他のタイプ
の情報の中でも、聴診器の電力状態（例えば、自動電源オン起動後のＯＮ表示）、現在使
用されているフィルタモード、無線又は有線通信リンクの状態、及び変換器信号の信号強
度を包含してもよい。例えば、ＬＥＤの照明又は１つの色から別の色（例えば、赤色から
緑色へ）への移行は、聴診器の電力源回路構成の自動起動を示すことができる。特定の形
でのＬＥＤの点滅は、選択された又は現在使用されている特定のフィルタモードを示すこ
とができる。
【００５６】
　更に、点滅の速度（例えば、６秒又は１０秒毎に点滅）を制御することで、臨床医が、
心拍数を判断するときに時計の秒針の代わりに聴診器上の点滅を使用できるようにするこ
とが可能になる。例えば、臨床医は、点滅間の心拍数を計数し、次に、選択又はプログラ
ムされた点滅速度に応じて、計数結果に６又は１０を掛けてもよい。複数のＬＥＤを使用
して、種々の情報を臨床医に伝達してもよい。あるいは、単一のＬＥＤを、複数のタイプ



(14) JP 5437821 B2 2014.3.12

10

20

30

40

50

の情報を臨床医に伝達するのに使用することもできる。１つ以上のＬＥＤは、電子聴診器
の単一の場所に、又は複数の場所に載置されてもよい。
【００５７】
　次の表１は、有益な情報を臨床医に伝達するために、ユーザーインターフェースモジュ
ール１６０によって実施される、ＬＥＤ照明シナリオの非包括的非限定的な列挙を提供す
る。
【００５８】
【表１】

【００５９】
　図２は、本発明の実施形態による電子聴診器などのモジュール式生体内感知装置のブロ
ック図である。図２に示されるモジュール式電子聴診器１００は、それ自体がモジュール
であってもよいチェストピース１１０に配置された多数のモジュールを包含する。ヘッド
セットモジュール２００はチェストピース１１０に連結されているものとして示される。
チェストピースモジュール１１０に配置されたモジュールは、プロセッサモジュール１２
０、出力モジュール１５０、電源モジュール、及び変換器モジュール１３０を包含する。
チェストピースモジュール１１０に配置されて示されるモジュールの１つ以上は、その代
わりに、Ｙ字管など聴診器の他の場所に配置されてもよいことが理解される。
【００６０】
　モジュール式電子聴診器は、様々なヘッドセットモジュール２００及び出力モジュール
１５０に適応するように構成されてもよい。異なるヘッドセットモジュール及び出力モジ
ュール２２０、１５０を使用して、様々な音声出力の選択肢が提供されてもよい。例えば
、両耳用ヘッドセットモジュール２００は、複数の位置の１つ（例えば、チェストピース
１１０上の出力モジュール１５０付近、Ｙ字管の位置、又はイヤーチップ付近）に音響チ
ャンバを備えて構築することができる。これらのヘッドセットモジュール２００の出力変
換器は、チェストピースアセンブリ１１０の出力モジュール１５０からのアナログ信号を
受け取るように構成されてもよい。典型的には、これらのモジュールは、機械的聴診器の
従来のヘッドセットに類似するように設計されてもよい。
【００６１】
　民生用スタイルのヘッドセットモジュール２００は、アナログ／デジタル用ケーブルに
よって、又は無線リンク（例えば、ブルートゥース）によって出力モジュール１５０に連
係されてもよい。ヘッドセットは能動的雑音消去回路を備えてもよい。これらは汎用デザ
イン品であって、従来の医療用途に限定されないものであってもよい。軍用スタイルのヘ
ッドセットモジュールは、アナログ／デジタルケーブルによって、又は無線リンクによっ
て出力モジュール１５０に連係されてもよい。軍用スタイルのヘッドセットは、保護ヘル
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メットに埋め込まれてもよく、また厳しい環境で動作することが可能であってもよい。リ
ンク及び出力モジュール回路構成の特定の性質は、軍用通信規格に基づいていてもよい。
【００６２】
　出力モジュール１５０に対する有線／無線の接続に適応することができる補聴器が用い
られてもよい。いくつかの構成では、電子聴診器からの出力データを受け取り、このデー
タを無線で補聴器の受信器に伝送するため、中間デバイスが使用されてもよい。この中間
デバイスは、臨床医が着用する可搬型ユニットに組み込まれてもよく、又は臨床医に近接
した表面上に設置することができる。有線接続は、典型的に、電子聴診器と中間デバイス
との間に設けられる。他の構成では、そのような中間デバイスは不要であり、その場合、
変換器情報は無線で生体内感知装置から聴診器の受信器へと通信される。この構成では、
無線送信器又は送受信器が、生体内感知装置内のどこか（例えば、生体内感知装置内の基
本モジュール）、変換器モジュールのどこか、又は出力モジュール若しくは他のモジュー
ル内のどこかに配置されてもよい。
【００６３】
　複数のヘッドセットモジュールが、単一の出力モジュール（例えば、ネットワーク化ブ
ルートゥース、又はＵＳＢハブシステムなどの有線ハブを利用するモジュール）から駆動
されてもよい。ヘッドセットは、出力モジュール及びハブ内の増幅器に対する駆動条件を
最小限に抑えるため、個別に電力を供給することができる。ＰＤＡ、ＰＣ、又は他のロー
カルなシステム上の音声システムは、有線／無線の通信リンクを利用する互換性ヘッドセ
ットモジュールと見なしてもよい。
【００６４】
　本発明の電子聴診器は、ソフトウェア無線（ＳＤＲ：Software defined radio）リンク
などの無線リンクに基づいた出力モジュール１５０を備えてもよい。例えば、一組の出力
モジュール１５０は、種々のソフトウェア及びアンテナ構成要素を使用することで支援さ
れる、種々の通信様式（例えば、ブルートゥース、ジグビー、ＦＭ）を備えた共通のＳＤ
Ｒ構成要素の周辺に構築されてもよい。より高度の出力モジュール１５０は、関連するプ
ロセッサモジュール１２０によって選択されるような複数の通信様式に対応してもよい。
出力モジュール１５０はまた、例えば、それらの消費電力及び伝達範囲の点で異なっても
よい。他のタイプの無線（例えば、ＦＭ無線、ＧＳＭ／Ｅｄｇｅ無線若しくはＥＧＰＲＳ
無線などの医療用インプラント通信サービス（ＭＩＣＳ）又はセルラー無線）が、出力モ
ジュール１５０、チェストピース１１０、あるいは電子聴診器の他の構成要素に用いられ
てもよい。例えば、セルラー無線などの長距離無線は、遠隔サーバが診断ソフトウェアを
実行して生体内感知装置によって獲得された変換器情報を処理できるように、セルラーイ
ンフラストラクチャーを介して、生体内感知装置と遠隔デバイス又は遠隔サーバとの間の
長距離の接続機能を可能にする。
【００６５】
　本発明の電子聴診器は、様々なモジュール式電源１４０に適応してもよい。聴診器は、
例えば、共通の電気機械インターフェースを利用する様々な電力源から電力を供給されて
もよい。電源モジュール１４０は、聴診器ユーザーがアクセス可能な使い捨て電池（例え
ば、アルカリ又はリチウム電池）のための収納部を包含してもよい。異なるサイズの電源
モジュール１４０が、異なる電池の種類に対応するために、又は「予備の」電池を組み込
むために、使用されてもよい。電源モジュール１４０は、厳しい環境での聴診器の使用に
対応するため、完全密閉型及び／又は大容量電池システムを組み込んでもよい。
【００６６】
　電源モジュール１４０は、アクセス可能な収納部内に充電式電池システムを包含しても
よく、収納電池は、外部の電池充電器システムに挿入するときはユーザーによって取外さ
れる。電源モジュール１４０は、回線給電充電スタンドの電気機械インターフェースを備
えてもよい。充電は、電源モジュール１４０を聴診器から取外して、又は取外さずに行わ
れてもよい。一実施例では、電源モジュール１４０は、コンデンサ又は電池に連結された
発電機を旋回させるクランクを旋回させることによって充電可能なコンデンサ又は電池を
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包含してもよい。そのような電源モジュール１４０は、一体型のクランク、又は取外し可
能なクランクを受け入れるソケットを組み込んでもよい。そのような構造は、Ｙ字管又は
チェストピース上に位置してもよい。あるいは、生体内感知装置を動かしたときに生成さ
れる運動エネルギーを捕集し、この運動エネルギーを、保管して電子聴診器が使用するこ
とができる電気形態に変換するように構成された、エネルギー捕集ユニットが電源モジュ
ール１４０に組み込まれてもよい。
【００６７】
　本発明の電子聴診器はモジュール式プロセッサ１２０を備えてもよい。様々なモジュー
ル式聴診器は、広範囲なソフトウェア、ユーザー制御及び表示機能を提供する種々のプロ
セッサモジュール１２０の使用に基づいていてもよい。プロセッサモジュール１２０は、
様々な変換器モジュール１３０、出力モジュール１０５、及び電源モジュール１４０との
接続機能並びに通信を達成する標準インターフェースを有してもよい。本発明のプロセッ
サモジュール１２０は、異なるプロセッサを組み込んで、それらの特定のＣＰＵ、メモリ
、及びソフトウェア構成に基づいて広範な機能性を提供してもよい。
【００６８】
　ユーザーインターフェース又はユーザーインターフェースモジュール（例えば、図１に
表示）のデザインは、モジュールが対応する機能性、及び意図されるユーザーの知識／必
要性に従って様々であってもよい。ソフトウェアドライバが、特定の出力モジュール及び
変換器モジュールと相互作用するための必要なプロトコルを提供するために、使用されて
もよい。
【００６９】
　本発明の電子聴診器はモジュール式変換器１３０を備えてもよい。電子聴診器は、音響
センサ又は運動センサ（例えば、加速センサ）など、従来の変換器に基づく変換器モジュ
ールに適応してもよい。そのような変換器の応答特性は、変換器モジュール１３０にモジ
ュール化するか組み込んでもよい、機械的プリフィルタ（例えば、ダイアフラム）、共振
チャンバ、及び実装システムによって変化させることができる。周囲雑音に対する感度は
、位相消去の機会を提供する複数の音響経路を使用することによって影響を受ける場合が
ある。
【００７０】
　信号及び雑音スペクトルの特定の組の周りにそれぞれ設計される、様々な変換器モジュ
ール１３０が提供されてもよい。例えば、特定用途に対して変換器モジュール１３０を最
適化することができる。そのような用途は、例えば、呼吸器雑音によって特徴付けられる
病院環境内での肺音の検出、傷病者輸送機環境（ヘリコプターの羽根からの雑音に支配さ
れる環境）内での心音の検出、及び静かな検査室内での頚動脈音の検出を包含することが
できる。変換器モジュール１３０は、差込みシステムの場合のように、互換性（一眼レフ
カメラのレンズと同様）があり、迅速に取り付け及び取り外しがなされる。
【００７１】
　聴診器の変換器モジュール１３０及び他のあらゆるモジュールの識別性は、好ましくは
、聴診器１００のプロセッサモジュールによって電子的に認識されるようにコード化され
る。例えば、各モジュールを固有に識別する小型メモリデバイスが各モジュールに使用さ
れてもよい。構成情報（ハードウェア及びソフトウェアの情報）は、特定のモジュールが
聴診器１００に接続（又は修正）されたとき、プロセッサモジュール１２０によって読み
取られてもよい。構成データに応答して、プロセッサモジュール１２０は聴診器１００の
様々な動作パラメータを修正してもよい。例えば、異なる変換器モジュール１３０が聴診
器１００に接続されていることを示す構成データにより、プロセッサモジュール１２０の
モードが変更されてもよい。そのようなモードの変更は、例えば、フィルタ及び／又は利
得のパラメータ内の変更、異なる入力／出力又は通信プロトコルの使用、異なる信号処理
及び検出／分析のアルゴリズム使用、並びに、異なる表示モード若しくはＬＥＤ信号表示
器の表示順序などのユーザーインターフェース機能の変更の１つ以上を伴ってもよい。
【００７２】
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　上述したように、本発明の電子聴診器１００の変換器モジュール構造は、汎用化し、可
能性のある他の診断デバイスに適用されてもよい。汎用化を更に進めた構造は、以下の実
例の場合のように、エネルギーを放出するとともにエネルギーを受け取る構成要素を包含
してもよい。超音波変換器モジュール１３０、例えば超音波ドップラーモジュールは、超
音波送信器及び受信器の両方、並びに適切に構成されたプロセッサモジュール１２０によ
って提供することができる、重要な信号を処理するエレメントを必要とする。組織灌流及
び／又は酸素飽和の検出のための赤外線変換器モジュール１３０は、赤外線発光ダイオー
ド及び高感度光検出器を利用してもよい。火傷被害者用の非接触心音モニタを組み込んだ
変換器モジュール１３０は、レーザーダイオード及び光検出器を利用してもよい。軍用保
護装置又は防護服を身に付けた作業員用の非接触心音モニタを組み込んだ変換器モジュー
ル１３０は、低電力ＲＦ又はマイクロ波放射及び高感度受信器システムを利用してもよい
。変換器モジュール１３０内のＲＦ送信器／受信器は、身体表面上に置かれた受動変換器
と相互作用するように構成されてもよい。
【００７３】
　図３に示されるように、本発明の聴診器システムなどのモジュール式生体内感知装置シ
ステム、又は他の医療診断システムは、ローカルな若しくは広域なネットワーク通信に基
づいていてもよい。例えば、他のモジュール式医療診断デバイス１１１のモジュール式電
子聴診器１００は、それ自体が、遠隔医療システムなどのより大きなネットワーク化医療
環境の１つのモジュールとして見なされてもよい。この環境は、聴診器１００又は他のモ
ジュール式医療診断デバイス１１１、ローカルなデバイス３５０（例えば、ＰＤＡ、ＰＣ
、若しくは別の可搬型医療機器）、及び主要病院ネットワーク又は遠隔診療サーバ（例え
ば、病院のＬＩＭＳシステム）などのより広域の情報管理システム３６０の間の連係を包
含してもよい。聴診器１００又は他の医療診断デバイス１１１は、データ収集及び転送が
効率的になるように設計されてもよい。データ分析は、上述したように、システム間で高
度に分配されてもよい。
【００７４】
　図４Ａは、本発明の実施形態による聴診器などのモジュール式生体内感知装置のブロッ
ク図である。本発明のモジュール式聴診器は、少なくとも１つのモジュール化構成要素を
包含するものとして規定されてもよい。機能性及び柔軟性の向上は、電子聴診器の複数の
モジュール化構成要素を提供することによって達成されてもよいことが理解される。更に
、図４Ａ及び他の図面に示される構成要素及び／又はモジュールのいくつかは、Ｙ字管内
など、図面で示唆又は提案されているのとは別の聴診器位置に置かれてもよいことが理解
される。
【００７５】
　図４Ａに示される聴診器は、デジタル（及び使用可能なアナログ）電子部品のコア４０
２を包含する。電子部品のこのコア４０２は、聴診器の様々な種類において使用すること
ができるコアアーキテクチャのプラットフォームを規定してもよい。コア電子部品４０２
は、聴診器内又はプロセッサモジュール１２０内の常設のユニットとして組み込まれても
よい。コア電子部品４０２の典型的な構成要素としては、プロセッサ４０４（例えば、Ｄ
ＳＰ）、メモリ４０６、信号変換又は分析回路構成４０８（アナログ回路構成を包含して
もしなくてもよい）、及び無線機、例えばソフトウェア無線システム、即ちＳＤＲ　４２
０が含まれる。
【００７６】
　コア電子部品４０２は、好ましくは、モジュール式聴診器の基本モジュールと見なされ
てもよいチェストピース１１０の位置に実装可能なプロセッサモジュール１２０に組み込
まれる。チェストピース１１０は更に、信号調整及び変換回路構成４０７、電源４１２／
１４０、電池４１４／１４０、及び変換機モジュール１３０を包含するように示される。
電源４１２／１４０は、電池４１４／１４０を組み込むか、又は上述したように電池４１
４／１４０とは異なる電力源を表してもよい。チェストピースモジュール１１０はまた、
ヘッドセット２００の対応するコネクタ２０５に連結されたヘッドセットコネクタ又はイ
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ンターフェース１６５を包含する。モジュールコネクタ４２２／１５０（本明細書では、
モジュール用インターフェースとも呼ぶ）は、チェストピースモジュール１１０上に設け
られ、実装可能なモジュール５００の対応するコネクタ又はインターフェース５２２と連
結するように構成される。
【００７７】
　モジュールコネクタ又はインターフェース４２２／１５０は、好ましくは、チェストピ
ース１１０とモジュール５００の接続インターフェース間の信号伝送を容易にするために
、電気又は光コネクタを包含する。チェストピースのモジュール用インターフェース４２
２／１５０の機械的保持メカニズムは、モジュール５００の機械的係合構造を取外し可能
に保持して係合するように構成される。封止構造は、好ましくは、モジュール５００がチ
ェストピース１１０に取り付けられたとき、チェストピースのモジュール用インターフェ
ース４２２／１５０とモジュール５００の接続インターフェースとの間を封止するように
配置される。封止構造は、典型的には、封止の少なくとも防沫レベルをもたらす。
【００７８】
　図４Ａに示される構成は、従来の聴診器ヘッドセット（又はモジュール式ヘッドセット
２００）を包含するとともに、他のデバイスへの有線及び無線リンクを規定するモジュー
ルを利用してもよい。モジュール５００は、他のデバイス及びシステムとの無線若しくは
有線の接続機能の一方又は両方を提供するように構成されてもよい。組み立て式聴診器の
無線モードは、モジュール５００によって提供される特定のアンテナシステム及びソフト
ウェアに従って設定される。同様に、聴診器が対応する有線インターフェースは、モジュ
ール５００によって提供される１つ又は複数の特定のハードウェアコネクタ及び１つ又は
複数の特定のソフトウェアドライバによって決定される。
【００７９】
　モジュール５００のコネクタ５２２は、損傷を最小限に抑える方法で、モジュール５０
０に十分な機械的支持をもたらすようにして、チェストピースモジュール１１０の対応コ
ネクタ４２２内に設置される。モジュール５００は、薄いデバイス（特に外部コネクタが
不要の場合、普通のフラッシュメモリデバイスで、例えばＳＩＭＭ又はメモリスティック
が相当）又は厚いデバイス（一般的に１つ以上の外部コネクタを包含する、ラップトップ
コンピュータ用の普通のＰＣＭＣＩＡカードが相当）であってもよい。上述したように、
水の侵入及び他の環境汚染から保護するために、封止が、好ましくは、チェストピースモ
ジュール１１０と取外し可能なモジュール５００との間の接続インターフェースに配置さ
れる。
【００８０】
　図４Ａに示される構成では、モジュール５００は、アンテナ５３０、ドライバ及びプロ
トコルなどのソフトウェア５３２、電気的絶縁バッファ５３４、及び外部コネクタ５３６
を包含する。外部コネクタ５３６は、モジュール５００を介してチェストピースモジュー
ル１１０への有線接続を提供する。
【００８１】
　図４Ｂは、図４Ａの実施形態の変形例のブロック図を示す。図４Ｂに示される構成では
、無線機４２０は、チェストピースモジュール１１０ではなく、モジュール５００の一部
として組み込まれてもよい。アンテナ５３０は、モジュール５００又はチェストピースモ
ジュール１１０のどちらかに実装されてもよい。別の構成では、複数の無線機が聴診器（
又は他の生体内感知装置）内で使用されてもよい。これらの無線機は、チェストピースモ
ジュール１１０、若しくは取外し可能なモジュール５００に組み込まれるか、又はチェス
トピースモジュール１１０と取外し可能なモジュール５００との間に分配されてもよい。
例えば、第１の無線機は短距離の無線機（例えば、ブルートゥース）であってもよく、第
２の無線機は長距離の無線機（例えば、ＧＳＭ／Ｅｄｇｅ無線機）であってもよい。
【００８２】
　図５Ａは、本発明の実施形態による聴診器などのモジュール式生体内感知装置のブロッ
ク図である。この構成は、基本聴診器構成を構築するチェストピースモジュール１１０、
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及び通信モジュール５００のみを包含する。音声出力のための多数の選択肢が利用可能で
ある。そのような選択肢としては、例えば、モジュール支援無線システムとともに使用さ
れる無線ヘッドセット、モジュールの外部コネクタ（例えば、ステレオ音声ジャック）を
介して提供されるアナログ出力を使用する有線ヘッドセットが挙げられ、又は、無線若し
くはＵＳＢリンクによってコンピュータ音響システム上から音声を同報通信することがで
きる。上述したように、組み立て式聴診器の無線モードは、モジュール５００によって提
供される特定のアンテナシステム及びソフトウェアに従って設定される。同様に、聴診器
が対応する有線インターフェースは、モジュール５００によって提供される１つ又は複数
の特定のハードウェアコネクタ及び１つ又は複数の特定のソフトウェアドライバによって
決定される。
【００８３】
　図５Ｂは、無線機４２０がチェストピースモジュール１１０の一部としてではなくモジ
ュール５００の一部として組み込まれる、図５Ａの実施形態の変形例のブロック図を示す
。図４Ｂの実施形態と同様に、アンテナ５３０は、モジュール５００又はチェストピース
モジュール１１０のどちらかに実装されてもよく、１つ以上の無線機が、チェストピース
モジュール１１０、若しくは取外し可能なモジュール５００に組み込まれるか、又はチェ
ストピースモジュール１１０と取外し可能なモジュール５００との間に分配されてもよい
。
【００８４】
　モジュール５００はまた、チェストピース又はＹ字管モジュール上に直接設けられるヒ
ューマンインターフェースを拡張する二次ユーザーインターフェース５４０として、追加
の表示器及び／又は制御部を包含してもよい。また、モジュール５００は電池システム５
４２を包含するように拡大してもよい。電池５４２は、モジュール上のアクセスドアを介
してアクセス可能な使い捨て電池、又はモジュール内に封止された充電式電池であっても
よい。
【００８５】
　図６は、本発明の実施形態によるモジュール式聴診器のブロック図である。図６に示さ
れる構成は、図５Ａに示されるものに類似しているが、基本聴診器に接続された従来のヘ
ッドセット（代替として、モジュール式ヘッドセット２００）を組み込んでいる。
【００８６】
　図７は、本発明の実施形態によるモジュール式聴診器のブロック図である。図７に示さ
れる構成は、全ての無線機構成要素及び外部コネクタをチェストピース１１０上に配置し
ている。この具体的実施形態のモジュール５００は、チェストピース１１０によって支援
される様々の通信ハードウェアオプションのためのプロトコル及び／又はドライバソフト
ウェアを提供する。この構成では、モジュール５００は、非常に小型で、恐らくは携帯電
話に一般に使用されるミニＳＭＤ又はトランスフラッシュメモリカードのサイズであって
もよい。
【００８７】
　図８Ａは、本発明の実施形態によるモジュール式聴診器のブロック図である。図８Ａに
示される構成は、広範囲の複数のアンテナ４１５ａ～４１５ｎ及び外部コネクタオプショ
ンで占有されたチェストピース１１０を想定している。チェストピース１１０上の電子機
能の多くは、チェストピース１１０内の少数のハードウェア構成要素に統合されている。
通信オプションは、モジュール５００によって提供されるソフトウェアによって選択及び
選択解除されてもよい。
【００８８】
　図８Ｂは、本発明の実施形態による多数の取外し可能な／互換性のあるモジュール５０
０の１つを受け入れるように構成された、モジュール式聴診器などのモジュール式生体内
感知装置のインターフェースを示す。図８Ｂは、本明細書に記載されるタイプの取外し可
能なモジュール５００を受け入れるように構成された凹部又はポート１１２を包含する、
生体内感知装置１１０の基本モジュール（例えば、聴診器のチェストピースモジュール１
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１０）を示す。チェストピースポート１１２は、モジュール５００がポート１１２内に実
装されたとき、取外し可能なモジュール５００のコネクタ５０５と通信可能に連結するよ
うに構成されたコネクタ５３５を包含する。コネクタ５３５／５０５は、典型的には電気
コネクタを用いて構成されるが、更には、光コネクタを用いて構成されてもよい。コネク
タ５３５／５０５は、電気コネクタ素子及び光コネクタ素子の両方を包含する混合コネク
タであってもよい。コネクタ５３５／５０５は、チェストピース１１０及び取外し可能な
モジュール５００の接続インターフェース間の信号伝送を容易にするように構成される。
【００８９】
　チェストピースポート１１２及びモジュール５００は、チェストピースポート１１２内
でのモジュール５００の取外し可能な保持を容易にする機械的係合構造を規定する係合機
構を包含する。図８Ｂに示されるような、スナップ嵌め係合機構１１５、１１６などの様
々な機械的係合構造が実現されてもよい。機械的係合構造は、好ましくは、モジュール５
００を特定の向きでチェストピースポート１１２に実装できるようにするキー締め機構を
包含してもよい。他の好適な機械的係合構造としては、例えば、差込み（例えば、ＢＮＣ
）コネクタ、又は見当合わせ／キー機構を備えた旋回式若しくは回転式コネクタが挙げら
れる。
【００９０】
　封止構造５３０は、好ましくは、モジュール５００がチェストピースポート１１２に実
装されたとき、チェストピース１１０とモジュール５００との間を封止するように配置さ
れる。封止構造５３０は、好ましくは、防沫レベルの封止を提供するが、特定のデバイス
構成及び使用条件に応じてよりレベルの低い又は高い封止を提供してもよい。例えば、危
険な又は厳しい環境で使用される聴診器又は他の生体内感知装置には、気密又は準気密の
封止構造５３０が使用されてもよい。例えばＯリングを包含する、様々な既知のシール又
はガスケットが使用されてもよい。
【００９１】
　次に、図９Ａ～１１Ｃを参照すると、本発明の実施形態によるモジュール式聴診器の様
々な実施形態が示される。本発明の電子聴診器のモジュール式アセンブリへのアプローチ
は、メーカー及び小売業者に対して、様々な機構及び選択肢の中から自身の必要性に適合
するものを選択したいと望むユーザーのためにアクセサリーのキットを提供する柔軟性を
可能にする。図９Ａは、完全に組み立てられた構成のモジュール式電子聴診器１００を示
す。上述したように、モジュール式聴診器１００の多数の構成要素は、モジュール化され
て、広範囲の形式、機能性、及びユーザー相互作用を可能にしてもよい。
【００９２】
　図９Ｂ及び９Ｃは、スピーカー構造を包含する電子聴診器のＹ字管３１０を示す。一般
に、聴診器内でのスピーカー構造の場所は、摩擦音の伝達を低減する、又は最小限に抑え
るように選択すべきである。Ｙ字管３１０は好ましくはモジュール式Ｙ字管である。図９
Ｂでは、単一のスピーカー６００が、スピーカー６００によって生成される音が耳管１７
ａ及び１７ｂ両方を通して伝達されるような好適な場所で、Ｙ字管３１０内に載置される
。図９Ｃでは、二重スピーカー構造が使用されている。この構成では、第１のスピーカー
６００ａが、第１のスピーカー６００ａによって生成される音が耳管１７ａのみを通して
伝達されるような好適な場所で、Ｙ字管３１０内に載置される。第２のスピーカー６００
ｂは、第２のスピーカー６００ｂによって生成される音が耳管１７ｂのみを通して伝達さ
れるような好適な場所で、Ｙ字管３１０内に載置される。代替の構造では、スピーカー６
００ａ及び６００ｂはそれぞれ、耳管１７ａ及び１７ｂの中に実装されてもよい。
【００９３】
　上述したように、スピーカー６００ａ、６００ｂは、ヘッドセットのイヤーチップに組
み込まれてもよい。また、Ｙ字管３１０は、図４～８に示すタイプの実装可能なモジュー
ル５００を受け入れるように構成された出力モジュール又はインターフェースモジュール
を組み込んでもよい。あるいは、主管の一区分、又はチェストピース若しくはチェストピ
ースハンドルの近接部分が、図４～８に示すタイプの実装可能なモジュール５００を受け
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入れるように構成されてもよい。
【００９４】
　図１０Ａ及び１０Ｂはそれぞれ、組み立て前及び組み立て後の本発明の実施形態による
Ｙ字管の構造を示す。この実施形態では、二重かかり（dual barb）の連結具７０４は、
Ｙ字管３１０及び主管１３のモジュール式組み立てを容易にする構造的及び電気的接続構
造を組み込んでいる。連結具７０４は、Ｙ字管３１０及び主管１３の管腔内での連結具７
０４の摩擦圧力嵌めを容易にする一連のかかりを包含するように示されている。連結具７
０４の音声コネクタ７０２は、図１０Ｂで最も良く分かるように、Ｙ字管３１０内に配置
されたスピーカー６００の受け入れコネクタに噛み合ってこれを係合する。導電体６０２
は、主管１３の管腔を通して連結具７０４からチェストピース１１０（図示なし）まで延
在する。
【００９５】
　音声コネクタ７０２は雄型又は雌型の構成を有してもよいことが理解される。更に、図
９Ｃに示されるものなどの二重スピーカー構造は、図１０Ａ及び１０Ｂに示されるＹ字管
３１０内に実現されてもよいことが理解される。そのような構成では、スプリッタユニッ
トがＹ字管３１０に組み込まれ、音声コネクタ７０２を受け入れるように構成されてもよ
い。スプリッタユニットは、２つのスピーカー６００ａ、６００ｂの１つにそれぞれ連結
される２つの出力側を有してもよい。
【００９６】
　図１１Ａ～１１Ｃは、本発明の実施形態によるモジュール式電子聴診器の追加の構成を
示す。図１１Ａ～１１Ｃに示されるモジュール式構成要素は、様々な管と構成要素との間
のスナップ嵌め接続によって、固有の管長を選択できることをユーザーに提供する。
【００９７】
　図１１Ａは、主管１３、Ｙ字管モジュール３１０、及びヘッドセットモジュール２００
の一部分を示す。Ｙ字管モジュール３１０は、主管連結具３１６ｃ及び一対のヘッドセッ
ト連結具７００ａ、７００ｂを包含する。Ｙ字管３１０の主管連結具３１６は、上述した
ように、主管１３及びチェストピースとの機械的及び電気的連結をもたらすように構成さ
れる。主管連結具３１６ｃは、図１０Ａに示される連結具（例えば、連結具７０４）と同
じ又は類似のタイプであってもよい。
【００９８】
　ヘッドセット連結具７００ａ、７００ｂは、連結具３１６ａ、３１６ｂとの機械的及び
音響的連結をもたらし、それによって耳管１７ａ、１７ｂそれぞれに音を伝達できるよう
に構成される。図１１Ａに示されるヘッドセット２００のＵ字形部分７０１は、図１１Ｂ
に示される屈曲バンド７２０などの従来の又はカスタムの屈曲バンドを組み込んでもよい
。単一スピーカー又は二重スピーカーの構造はＹ字管３１０に組み込まれてもよい。図１
１Ｃは、二重スピーカー６００ａ、６６０ｂがヘッドセット２００のＵ字形部分７０１に
近接してヘッドセット２００内に実装された代替スピーカー構成を示す。
【００９９】
　図１２Ａ～１２Ｃは、様々なタイプのモジュールの便利な実装及び交換を可能にする、
本発明の電子聴診器の一実施形態を示す。図１２Ａに示される電子聴診器のチェストピー
ス８００は、チェストピース８００の非閉塞部分に位置する窪んだポート８０２を包含す
る。窪んだポート８０２は、様々な異なるモジュール、又は出力モジュールなどの特定の
タイプのモジュールを受け入れるように構成されてもよい。窪んだポート８０２によって
受け入れ可能な様々のタイプのモジュールとしては、とりわけ、出力モジュール、通信モ
ジュール、プロセッサモジュール、ユーザーインターフェースモジュール、電源モジュー
ル、プロセッサモジュール、又は他の電子部品モジュールが挙げられる。ソフトウェアの
アップグレードを可能にするモジュール、又は信号処理及び診断を向上させるソフトウェ
ア及び／処理回路構成を包含するモジュールなど、他のタイプのモジュールも受け入れ可
能である。
【０１００】
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　一実施例によれば、図１２Ｂに示すモジュール８２０は、通信プロトコル用のメモリモ
ジュール（例えば、出力モジュール）として構成されてもよい。この実例では、モジュー
ル８２０は、聴診器が他の外部デバイス及びシステムと無線で通信することを可能にする
。モジュール１２Ｃは、聴診器が、ＵＳＢ接続などの有線接続を介して他の外部デバイス
及びシステムと通信することを可能にする。
【０１０１】
　図１３は、ユーザーインターフェースを包含する本発明の電子聴診器の一実施形態を示
す。ユーザーインターフェースは、多数のモード及び／又は状態用の表示器８３０、並び
にモード及び／又は制御用スイッチ８３５を包含する。スイッチ８３５は、例えば、音量
又は利得用制御スイッチ、及びモード選択用スイッチを包含してもよい。表示器８３０は
、選択されたフィルタモード、又は電池及び通信リンクの状態などの他の情報の表示を提
供してもよい。
【０１０２】
　図１３では、電子聴診器は、線８１２において主管部分から分離することができる交換
可能なチェストピースモジュール８０８を包含する。取り付けメカニズムは、例えば、掛
金メカニズム（latching mechanism）及び高密度コネクタを包含してもよい。チェストピ
ースモジュール８０８のハンドルは、チェストピースモジュール８０８に取外し可能に連
結されて示されている電源モジュール８１０を組み込んでいる。電源モジュール８１０は
、１つ以上の電池を収容し、ヘッドセットの主管と取外し可能に連結するように構成され
る。
【０１０３】
　ある構成例では、チェストピースモジュール８０８のハンドルは、主管接続場所に近接
する線８１３において取外し可能である。ハンドルは、ハンドル８１０の取外し可能な部
分がチェストピースモジュール８０８の残りのハンドル部分から線８１３で取外されたと
き、容易にアクセスできる電池収納部を包含する。ラウドスピーカーは、チェストピース
モジュール８０８内の電池の配置が、主管への音の伝達を妨害しないように、聴診器用ハ
ンドルの取外し可能な部分に実装される。この構成によれば、スピーカー及び主管／両耳
用アセンブリをモジュール化し、それによって、異なる主管／両耳用構成を共通のチェス
トピースモジュール８０８とともに使用できるようにすることができる。ラウドスピーカ
ーを取外し可能なハウジング部分に実装することは、スピーカー及び主管／両耳用音響効
果を、より良好に整合させることも可能にする。
【０１０４】
　図１４は、無線電子聴診器９００を示す。この実施形態では、聴診器９００は、電池ユ
ニットなどの電力源及びブルートゥースユニットなどの無線通信モジュールの両方を包含
する、モジュール９０５を包含する。この点に関して、本明細書に記載される他の実施形
態の場合と同様に、単一のモジュールが複数の構成要素を組み込んでもよい。図１４に示
される電子聴診器９００は、無線ヘッドセットと通信するように構成され、及び、外部デ
バイス又はシステムと通信するように構成されてもよい。
【０１０５】
　図１５及び１６は、外部デバイス及びシステムとの有線接続機能を可能にする電子聴診
器の実施形態を示す。図１５では、電子聴診器１０００のＹ字管１０１０は、ケーブル１
０３５の有線コネクタ１０３０を受け入れるように構成された通信インターフェース１０
２０を包含する。通信インターフェース１０２０は、ＵＳＢ及びファイアワイヤ（登録商
標）コネクタなど、複数のタイプの有線コネクタ１０３０を許容するようにモジュール化
されてもよい。図１６は、ケーブル１１２０の有線コネクタ１１０８を受け入れるように
構成された通信インターフェース１１０６を包含する、電子聴診器１１００のチェストピ
ース１１０８を示す。通信インターフェース１０２０は、ＵＳＢ及びファイアワイヤ（登
録商標）コネクタなど、複数のタイプの有線コネクタ１０３０を許容するようにモジュー
ル化されてもよい。
【０１０６】



(23) JP 5437821 B2 2014.3.12

10

20

30

40

50

　図１７及び１８は、異なるタイプのユーザーインターフェースを包含する電子聴診器の
実施形態を示す。図１７に示される電子聴診器１２００のユーザーインターフェースは、
ＬＣＤ表示装置１２１０及び多モードスイッチ１２２０を包含する。ＬＣＤ表示装置１２
１０は、モード、電池、及び通信リンクの状態、並びに心拍数、信号波形、及び他のタイ
プの情報などの生理学的情報を包含する、様々なタイプの情報を表示するように構成され
てもよい。図１８は、多モードスイッチ１３１０は包含するが表示装置は含まない電子聴
診器１３００の一実施形態を示す。電子聴診器１３００は、上述したような様々なタイプ
の情報を臨床医に提供することができる１つ以上のＬＥＤを、任意に組み込んでもよい。
【０１０７】
　図１９は、本発明の実施形態による、表示装置及び多機能制御ボタンを包含する電子聴
診器などの生体内感知装置のユーザーインターフェースを示す。ユーザーインターフェー
ス１４０２は、生体内感知装置及び患者に関する状態及びモードの情報を提供する表示装
置１４０４を包含する。様々な情報は、文字形式、数字形式、若しくは図形形式、又はそ
れらの組み合わせで提示されてもよい。様々な情報は、スピーカーを介して発信音、ビー
プ音、又は電子音声出力を使用するなどによって聴覚的に交信されてもよい。
【０１０８】
　例えば、変換器信号の振幅又は強度は、移動通信デバイスで一般に使用されるようなバ
ー形式で、又は他の何らかの形式で表示装置１４０４上に示されてもよい。振幅情報（例
えば、電力スペクトル密度）に関連する周波数が、信号強度情報で示されるか、又は信号
強度情報の上に重ね合わされてもよい。電池の状態は、消耗までの残り時間などを、図形
的に又は他の形式で示されてもよい。生体内感知装置の有線又は無線の通信送受信器の状
態は、標準的なブルートゥース表示器（オン／オフ表示）の使用などによって示されても
よい。生体内感知装置と外部デバイス１４１０との間のペアリング状態が、表示装置１４
０４上に表示されてもよい。生体内感知装置のフィルタモード（例えば、電子聴診器のベ
ルモード又はダイアフラムモード）が表示装置１４０４上に表示されてもよい。
【０１０９】
　生体内感知装置の動作モードは、図形表示器又は文字表示器によって示されてもよく例
えば、ＯＫ／Ｅｒｒｏｒ表示器によって示されてもよい。患者の状態も、生体内感知装置
、又は生体内感知装置と通信している外部システムによって判断されてもよく、この状態
情報は、患者が正常であるか異常が検出されているかを示すため、表示装置１４０４に提
示されてもよい。変換器信号を示す波形は、表示装置１４０４に図形的に提示されてもよ
い。
【０１１０】
　いくつかの実施形態では、ユーザーインターフェース１４０２は、様々な目的に使用す
ることができる表示部分１４０６を包含する。例えば、表示装置のこの部分１４０６は、
有線若しくは無線接続を介して、ラップトップ又は医療用処理デバイス若しくはシステム
などの外部デバイス１４１０によって制御あるいはアクセスされてもよい。生体内感知装
置が獲得した情報は、外部デバイス１４１０に伝送され、外部デバイス１４１０（例えば
、心雑音検出用デバイス）によって分析されてもよい。分析の結果は、表示部分１４０６
に提示するため、外部デバイス１４１０から生体内感知装置に伝送されてもよい。
【０１１１】
　生体内感知装置又は外部デバイス１４１０は、追加データが必要なこと、又は要求され
ることを、表示部分１４０６を介して臨床医に通信してもよく、更に、追加データを獲得
するために生体内感知装置を位置付けすべき身体位置を特定することなどによって、追加
データを獲得するための特定の指示を提供してもよい。例えば、生体内感知装置又は外部
デバイス１４１０は、心雑音を検出するためなど、心臓活動データを獲得できるように、
胸部の特定部分の上に生体内感知装置を置くように指示を通信してもよい。生体内感知装
置が適切に位置付けられ、生体内感知装置又は外部デバイス１４１０によって異常が検出
された後、臨床医は、ボタンを作動させて獲得したデータの記録を開始するように指示を
受けてもよい。十分な量のデータが獲得された後、臨床医は、ボタンを作動させてデータ
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の記録を終了するように指示を受けてもよい。あるいは、データを記録することは、十分
な量のデータが獲得されたとき、又はデータがもはや必要でないときに、自動的に終了さ
れてもよい。適切なメッセージが、臨床医のために表示部分１４０６において表示される
。
【０１１２】
　生体内感知装置のユーザーインターフェース１４０２の属性は、表示部分１４０６と多
モードボタン１４１１との間の協調動作によって再規定されてもよい。ユーザーインター
フェース制御及び表示装置の属性の再規定は、臨床医によって手動で、又は生体内感知装
置によって自動で、単独で若しくは外部デバイス１４１０と連携して実施されてもよい。
例えば、ユーザーインターフェースの属性は、検出された異常に応答して生体内感知装置
の使用を向上させるために、又は臨床医が患者の身体の特定の部分若しくは患者の症状を
診断したいときに、手動又は自動で再規定されてもよい。
【０１１３】
　生体内感知装置の表示部分１４０６及び制御ボタン１４１１（例えば、多モードボタン
）は、生体内感知装置の再マッピング又は再構成を容易にするように協働させてもよい。
例えば、生体内感知装置の制御、表示、通信、感知、検出、診断、電力供給、及び他の機
構及び機能など、生体内感知装置の様々な機構及び機能は、再マッピング又は再構成され
てもよい。ユーザーインターフェース１４０２のキー又はボタンを、１つの機能から別の
機能へと再マッピングさせてもよい。そのような再マッピングは、臨床医が選択した機能
に基づいて、使用可能及び／又は使用制限されてもよい。キー／ボタンの再マッピングの
ための選択肢が臨床医に提示されてもよく、その選択肢が、キー、ボタン、表示素子、及
びアイコンなどに関して、選択された機能に適合する一時的な再マッピングを実施する。
【０１１４】
　いくつかの構成では、生体内感知装置又は外部デバイス１４１０は、生体内感知装置の
使用中の異常を検出してもよく、検出した装置は、検出された異常の更なる検査を容易に
するためにキー、ボタン、アイコン、及び他の表示素子が再構成又は再マッピングされて
いるというメッセージを、表示部分１４０６上に自動的に起動させることができる。臨床
医には、再マッピング／再構成を継続するか、又は通常の動作モードに戻るかの選択肢が
与えられてもよい。あるいは、再マッピング／再構成は異常の検出に応答して自動的に発
生してもよい。異常の深刻度は、外部デバイス１４１０の生体内感知装置によって判断す
ることができ、再マッピング／再構成が発生する方法（例えば、選択による自動発生又は
手動発生）は異常の深刻度に依存することがある。
【０１１５】
　次に、図２０を参照すると、本発明の生体内感知装置の実施形態に組み込まれてもよい
多チャネル信号プロセッサのブロック図が示される。図２０に示される生体内感知装置は
、信号プロセッサ１５０５の入力側に連結された変換器１５０２を包含する。生体内感知
装置の主プロセッサ１５０１は、信号プロセッサ１５０５に連結され、任意に、変換器１
５０２に連結されてもよい。主プロセッサ１５０１は、生体内感知装置の動作を協調させ
るコンピュータ／プロセッサ実行可能な命令を格納するメモリを包含する（又はメモリに
連結される）。図２０には別個の構成要素として示されているが、主プロセッサ１５０１
及び信号プロセッサ１５０５は、共通のデバイス又はチップに統合されてもよいことが理
解される。
【０１１６】
　信号プロセッサ１５０５は、生体内感知装置の変換器１５０２にそれぞれ連結された多
数のチャネル１５１０、１５１２を有する。好ましくは、チャネル１５１０、１５１２は
それぞれ、異なるチャネル特性を有するか、又はプログラミングによって異なるチャネル
特性を有するように構成することができる。他の構成では、チャネル１５１０、１５１２
それぞれを通して通信される変換器信号情報は、異なる目的及び末端構成要素のために異
なる方法で処理することができる。
【０１１７】
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　例えば、図２０にも示されるように、第１のチャネル１５１０は、外部デバイス１５２
０（例えば、ＰＣ、ラップトップ、診断分析器、他の医療システム）に連結され、第２の
チャネル１５１２は、変換器信号の可聴形態が臨床医にそれを通して（例えば、両耳用構
造、ヘッドセット、補聴器、軍用ヘルメット、若しくは外部デバイスのスピーカーを介し
て）同報通信されるラウドスピーカーなどのラウドスピーカー１５３０に連結される。信
号プロセッサ１５０１は、信号プロセッサ１５０１の他のチャネルに対して、各チャネル
１５１０、１５１２を独立にかつプログラム可能に制御するとともに、他のチャネルとは
独立に異なる方法で変換器の原信号成分を処理するように構成することができる。
【０１１８】
　第１及び第２のチャネルの特性は、好ましくは、１つ以上の特性の点で互いに異なる。
そのような特性は、中でも、データ速度、帯域幅、増幅器特性（広周波数帯対狭周波数帯
）、利得及び／又は利得制御特性、量子化のレベル、フィルタ特性、技術規格（例えば、
ＩＥＥＥ規格）、データタイプ、並びに通信プロトコルを包含してもよい。第１のチャネ
ル１５１０はアナログチャネルを含んでもよく、第２のチャネル１５１２はデジタルチャ
ネルを含んでもよい。第１のチャネル１５１０及び第２のチャネル１５１２は両方ともデ
ジタルチャネルを含んでもよく、又は両方ともアナログチャネルを含んでもよい。
【０１１９】
　更なる一例として、信号プロセッサ１５０５のアナログチャネルは、臨床医が聴取する
ために変換器信号特性を向上する目的で、変換器信号の原信号をフィルタリングするチャ
ネル用電子機器（組み込み型及び／又はプログラム可能な機器）を包含してもよい。しか
しながら、このフィルタリング又は他の処理形式は、他の目的に有益である変換器の原信
号成分を抑制又は除去してしまうことがある。変換器の原信号のフィルタリング又は別の
方法で変更された形態の信号は、外部デバイス又は他のデバイスに通信することができる
が、変換器の原信号における潜在的に有益な情報は、通信を受けた外部デバイス又は他の
デバイスではもはや利用可能ではない。
【０１２０】
　図２０に示されるような多チャネル信号プロセッサ１５０５の使用により、有利なこと
には、別個のチャネル１５１０、１５１２それぞれを介して独立に処理するため、変換器
の原信号成分が保持される。例えば、信号プロセッサ１５０５の第１のチャネル１５１０
は、上述したように、臨床医による変換器の原信号の聴取を向上させるように構成された
チャネルであってもよい。このチャネル１５１０は、変換器の原信号を増幅及びフィルタ
リングして、低振幅信号成分（例えば、増幅前の振幅において可聴値以下である変換器の
信号成分）などの特定の信号成分の聴取を向上させてもよい。
【０１２１】
　第２のチャネル１５１２は、変換器の原信号をほぼ未変更（信号成分の未変更）のまま
外部デバイス１５２０に渡してもよい。したがって、第２のチャネル１５１２は、変換器
の原信号に与える影響が最小限であり、それによって、変換器信号の本質的に全ての成分
を、患者の異常又は病的な症状（例えば、心雑音、肺内の液体）を検出するように構成さ
れた診断分析器などの外部デバイス１５２０に渡すチャネル特性を有してもよい。第１の
チャネル１５１０及び第２のチャネル１５２を通過する信号はアナログ又はデジタルであ
ってもよい。デジタルチャネル経路を包含するチャネルの場合、変換器信号は、典型的に
は、アナログ・デジタル変換器を使用してアナログ形式からデジタル形式に変換される。
一般に、無視できる信号成分は、変換器信号をアナログ形式からデジタル形式に変換する
ときに失われる。
【０１２２】
　図２０に示されるタイプの多チャネル信号プロセッサ１５０５を組み込んだ生体内感知
装置は、必須ではないものの、他の実施形態のモジュール式の態様を組み込むように構成
されてもよい。例えば、本明細書にて考察されるタイプのモジュール用インターフェース
を包含しない一体型の生体内感知装置は、本発明の多チャネル信号プロセッサを組み込む
ことによって有用性が向上されてもよい。
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【０１２３】
　図１９～２０及び他の図面の実施形態による生体内感知装置は、デジタル信号プロセッ
サ及び無線機を単一のチップに包含するプロセッサを包含してもよい。プロセッサは、好
ましくは、無線機を介した外部デバイスによる生体内感知装置の部分的又は完全な制御を
可能にする。好適なプロセッサは、英国ケンブリッジ（Cambridge）のＣＳＲ社製のブル
ーコア５マルチメディア（BlueCore5-Multimedia）プロセッサである。ブルーコア５（Bl
ueCore5）プロセッサは、オンチップブルートゥース無線機、デジタル信号プロセッサ（
ＤＳＰ）、ステレオ用ＣＯＤＥＣ、スイッチング電源、及び他の構成要素を単一のチップ
に結合する。ブルーコア５（BlueCore5）プロセッサは、例えば、ブルートゥース使用可
能な外部演算デバイス（又はＵＳＢを介するデバイス）を認識することができるようにし
、上述したような、生体内感知装置のキーを再マッピングし、その窓に情報を表示するな
ど、生体内感知装置の特定の機能にアクセスしそれらを制御できるようにすることができ
る。
【０１２４】
　本発明の実施形態によって実現される生体内感知装置は、参照により本明細書に組み込
まれる、同一出願者による２００７年３月２３日出願の米国仮特許出願第６０／９１９５
７４号、及び本出願と同日出願の米国特許出願第＿＿＿＿＿号、並びに本出願と同日出願
のＰＣＴ特許出願第＿＿＿＿＿号に開示されているものなどの電力管理回路構成及び方法
論を組み込んでもよい。例えば、本発明の電子生体内感知装置の実施形態は、非常に相互
作用的な医療環境内で高度な電力及び動作モード管理を提供する制御システムを組み込ん
でもよい。制御システムは、生体内感知装置ユーザーの動作、並びに医療環境内の他の電
子デバイスから受け取った通信の両方に応答するように構成されてもよい。
【０１２５】
　本発明の電力管理方法論は、本明細書に記載されるタイプの電子生体内感知装置におい
て様々な形で実現されてもよい。例えば、生体内感知装置の電源オン回路構成の起動はヘ
ッドセット動作に基づいて開始することができる。電子生体内感知装置の電源オン回路構
成の起動は、チェストピースと臨床医の手との間及び／又はチェストピースと患者の皮膚
若しくは衣服との間の、感知接触に基づいて開始することができる。導電面、又はチェス
トピースの表面若しくは縁部に加えられ、そこから除去される圧力が、生体内感知装置の
電源回路構成を起動及び非活動化するのに使用されてもよい。生体内感知装置を扱う（例
えば、チェストピースに対する臨床医のタッチ、及び／又は患者のコンタクト）ことによ
って引き起こされる温度変化が感知され、生体内感知装置の電源回路構成を活性化及び非
活性化するのに使用されてもよい。生体内感知装置の電源のオンオフは、インピーダンス
、キャパシタンス、抵抗、あるいは、生体内感知装置のイヤーチップが外耳道に入れられ
たとき、及びそこから除去されたときなど、他の電気的パラメータの測定変化によって制
御されてもよい。生体内感知装置の電源のオンオフは、機械、電気、磁気、又は光スイッ
チ若しくはセンサ、あるいはそのようなスイッチ及びセンサの組み合わせによって制御さ
れてもよい。
【０１２６】
　電子生体内感知装置のヘッドセットではなくチェストピースに実現することができる、
又はそれと関連付けられる他のセンサ構成が想到される。チェストピース及びヘッドセッ
ト内のセンサの組み合わせは、臨床医が生体内感知装置を使用する際の差し迫った必要性
を感知及び／又は検証するのに使用されてもよいということが理解される。そのようなセ
ンサの例としては、チェストピースの主要構造に対するダイアフラム又は他のセンサアセ
ンブリの相対的な変位若しくは回転を検出するセンサが挙げられる。他の有用なセンサと
しては、チェストピースの主要構造に対するチェストピースの軸の屈曲、曲がり、回転、
又は捩れを検出するセンサが挙げられる。臨床医が生体内感知装置を把持するときに使用
する領域など、チェストピース上の構造の変形を感知するセンサも使用されてもよい。ユ
ーザーがチェストピースを把持するときにユーザーの皮膚によって与えられる外部コンダ
クタンスの影響を受ける抵抗センサが使用されてもよい。
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【０１２７】
　人間の接触又は接触の解放と関連付けられたパラメータの差異の変化を感知するセンサ
など、臨床医が生体内感知装置を使用する際の差し迫った必要性を感知する他の様々な方
策が使用されてもよい。そのようなセンサは、チェストピースを把持する手が存在するこ
とによる、チェストピースの壁における差異の変化を感知するように構成されてもよい。
そのような差異の変化は、温度、光、電流、又は電圧の変化であってもよい。１つのその
ような実施例では、ユーザーの手によって温められることによるチェストピース温度の変
化が感知され、周囲温度又は他の基準温度などの閾値と比較されてもよい。そのような実
施例では、チェストピースの比較的アクセス不能な表面が参照温度の位置として使用され
てもよい。
【０１２８】
　いくつかの実施形態では、本発明の電力管理へのアプローチは、ＰＤＡ、ＰＣ、又は他
の患者体外デバイスなど、電子生体内感知装置と通信する患者体外デバイスの電力回路構
成及び他の回路構成を起動させてもよい。例えば、電子生体内感知装置の自動電源オン手
順の開始は、患者体外デバイスを休止モードなどからパワーアップさせるコマンドの生成
を包含してもよい。電子生体内感知装置によって生成されるコマンドはまた、電子生体内
感知装置との通信及び／又は相互作用を容易にするように設計されたアプリケーションソ
フトウェアを立ち上げることなどによって、外部デバイスを電子生体内感知装置と協調し
て動作させるように構成する、患者体外デバイスのソフトウェアルーチンを開始させても
よい。
【０１２９】
　本発明の実施形態は、上述したようなタイプの生体内感知装置又は電子聴診器などの電
子医療デバイスを組み立てる方法を目的とする。１つのアプローチによれば、ウェブベー
スの自動化システムなどのコンピュータベースのシステムは、臨床医などの末端顧客の必
要性に従って、医療デバイス、モジュール、及び他の選択肢を選択するのを容易にするよ
うに構成される。コンピュータベースのシステムは、好ましくは、遠隔のエンドユーザー
（例えば、購入者）によるオンライン取引を容易にするため、既知のユーザー入力デバイ
ス、アプリケーション、及びインターフェースを使用する。医療デバイス及びモジュール
のメニューが提示され、そこから特定の医療デバイスが選択されてもよい。
【０１３０】
　聴診器など、選択された医療デバイスに基づいて、モデル及びモジュールのメニューが
提示されてもよい。エンドユーザーは、所望のモデル及び任意の所望のモジュールを選択
してもよい。したがって、聴診器は、エンドユーザーによって選択された、又は入力され
たモデル、モジュール、及び他の情報に基づいて、特別注文され、続いて組み立てられて
もよい。例えばクレジットカードによる支払いを包含してもよい注文の完了の後、生産注
文が生成され、そこから、製造又は組み立て場所において指定の聴診器が組み立てられる
。１つ又は複数の聴診器は、例えば、通常郵便又は配送サービスによって購入者に直接配
送されてもよい。
【０１３１】
　本発明の自動化組み立て方法は、所望の聴診器構成要素（必要機能）の選択、並びにエ
ンドユーザーに快適に適合する聴診器構成要素の選択を提供する。例えば、エンドユーザ
ーは、好ましくは、エンドユーザーのサイズ及び体型に最良に適応する耳管及び主管の長
さを選択する。同様に、イヤーチップは、補聴器を有するユーザーの場合など、エンドユ
ーザーによって、快適さ、着用性、又は機能性を向上するように選択されてもよい。チェ
ストピースのサイズ及び形状は、エンドユーザー（例えば、臨床医）の手のサイズ、又は
患者のタイプ（成人、子供又は幼児）に基づいていてもよい。
【０１３２】
　本発明による電子聴診器又は他の電子医療デバイスを構成し組み立てるモジュールへの
アプローチは、最終顧客が、ウェブベースの商取引システムなどの自動のコンピュータ化
されたシステムを介して、標準化されたモジュールを使用して自身の必要性に従って聴診
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供する。本発明による電子聴診器又は他の電子医療システムを構成し組み立てるモジュー
ルへのアプローチは、また、任意の数の医療デバイスの現在及び過去の構成データを含む
データベースを作成し維持する機会を提供する。特定の医療デバイスの構成の変更（例え
ば、聴診器のプロセッサモジュールの変更）は自動的に取り込まれてもよく、そのような
変更データは医療デバイス構成データベースを更新するのに使用されてもよい。自動更新
は、上述の注文システムに基づいて、あるいは自身の現在の構成データ（例えば、識別情
報、バージョン情報（ハードウェア及び／又はソフトウェア構成の詳細情報）、及び医療
デバイス内に現在実装されている全てのモジュールの動作状態情報）を、医療デバイス構
成データベースにアップロードしてもよい医療デバイス自体から、典型的にはネットワー
ク接続を介して遂行されてもよい。
【０１３３】
　上述の様々な実施形態の説明において、添付図面を参照しているが、図面は実施形態の
一部を成し、実例として、本発明が実施されてもよい様々な実施形態が示されている。他
の実施形態が利用されてもよく、また、本発明の範囲から逸脱することなく構造上及び機
能上の変更が成されてもよいことを理解されたい。更に、本発明によるシステム、デバイ
ス、又は方法は、本明細書に記載される機構、構造、方法、又はそれらの組み合わせの１
つ以上を包含してもよいことを理解されたい。例えば、デバイス又はシステムは、上述の
有利な機構及び／又はプロセスの１つ以上を包含するように実施されてもよい。特に、図
３、４Ａ、４Ｂ、５Ａ、５Ｂ、６、７、８Ａ、８Ｂ、１８、及び２０に示される機構及び
／又はプロセスは、図１、９Ａ～９Ｃ、１０Ａ、１０Ｂ、１１Ａ～１１Ｃ、１２Ａ～１２
Ｃ、及び１３～１８に示される生体内感知装置の実施形態、あるいはそのような生体内感
知装置の実施形態を組み込んだシステムに実装されてもよい。更に、図１～２０に示した
選択される機構は、本発明の有用な実施形態を規定するために本明細書に具体的に記載さ
れたものを超える様々なやり方で組み合わされてもよい。ただし、そのようなデバイス、
システム、又はプロセスは、本明細書に記載される機構の全てを必ずしも包含せず、有用
な構造及び／又は機能性を提供する選択された機構を包含するように実施されてもよいも
のとする。
【０１３４】
　本発明の様々な実施形態の上述の説明を、例証及び説明の目的で提示してきた。これま
での記述は、包括的であることも、開示されたそのままの形態に本発明を限定することも
意図しない。上述の教示を考慮すれば、多数の修正及び変形が可能である。本発明の範囲
は、この詳細な説明によってではなく、むしろ添付の特許請求の範囲によって限定される
ものとする。
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